
戦
争
・
国
家
・
ス
ポ
ー
ツ

98　（98）

岡
部
平
太
の
「
転
向
」
を
通
し
て

高

駐山

航

【
要
約
】
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
時
期
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
受
難
の
時
代
と
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
中
国
大
陸
か
ら
な
が
め
る
と
、

全
く
違
っ
た
様
相
が
浮
か
び
上
が
る
。
純
粋
ス
ポ
ー
ツ
の
信
奉
者
で
、
満
洲
に
ス
ポ
ー
ツ
王
国
を
築
い
た
岡
部
平
太
は
、
満
州
事
変
に
い
ち
は
や
く
国
家

主
義
ス
ポ
ー
ツ
を
提
唱
し
た
。
こ
の
「
転
向
」
は
、
日
中
両
国
の
激
し
い
抗
争
の
場
で
あ
っ
た
満
洲
の
現
実
が
醸
成
し
た
も
の
で
、
国
策
へ
の
便
乗
と
し

て
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
後
岡
部
は
天
津
で
、
軍
特
務
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
文
化
工
作
を
試
み
る
。
日
中
戦
争
勃
発
後
、
国
家
主
義

ス
ポ
ー
ツ
は
日
本
の
青
年
た
ち
を
戦
場
へ
と
駆
り
立
て
た
。
一
方
、
華
北
の
占
領
地
で
ス
ポ
ー
ツ
は
文
化
工
作
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
か
く
て
ス

ポ
ー
ツ
は
戦
争
の
加
害
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
軍
の
強
制
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
が
戦
争
と
い
う
状
況
に
主
体
的
に
対
応
し
た
結
果
で
あ

っ
た
。
軍
自
身
は
武
道
・
体
操
を
重
視
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
敵
視
す
る
態
度
を
取
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
～
方
で
ス
ポ
ー
ツ
受
難
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、

他
方
で
加
害
者
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
が
隠
蔽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
三
巻
一
号
　
二
〇
一
〇
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
満
洲
事
変
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
い
た
る
時
期
は
「
ス
ポ
ー
ツ
受
難
」
の
時
代
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
と
い
う
状
況
の
も
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ス
ポ
ー
ツ
は
社
会
に
弊
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
敵
視
さ
れ
、
「
国
家
の
憎
悪
の
対
象
」
と
な
り
、
様
々
な
統
制
、
弾
圧
を
受
け
た
。
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ポ
ー
ツ
は
戦
争
の
被
害
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
が
加
害
者
と
し
て
の
意
識
を
持
つ
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
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し
た
一
般
像
に
は
注
釈
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
外
来
ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
っ
て
、
武
道
や
体
操
な
ど
は
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

争
に
直
接
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
界
は
決
し
て
こ
う
し
た
状
況
を
甘
受
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
争
を
通
じ

て
積
極
的
に
自
身
正
当
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
国
外
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
文
化
工
作
の
｝
翼
を
担
い
、
日
本
軍
の
侵
略

に
直
接
関
与
し
て
さ
え
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
戦
争
と
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
う
し
た
複
雑
な
関
係
を
、
一
人
の
人
物
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が

ら
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
人
物
と
は
、
岡
部
平
太
で
あ
る
。
岡
部
は
明
治
二
四
（
｝
八
九
　
）
年
、
福
岡
県
糸
島
郡
志
摩
村
に
生
ま
れ
た
。
晩
年
の
岡
部
に
薫
陶

を
受
け
た
厨
義
弘
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
岡
部
は
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
鬼
才
、
若
き
日
工
道
館
の
風
雲
児
と
評
さ
れ
、
剣
道
、
庭
球
、
相
撲

で
も
勇
名
を
陣
す
。
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
監
督
等
を
歴
任
し
、
歌
人
、
文
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
福
岡
県
体
育
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

会
の
創
立
、
第
三
圓
国
体
誘
致
開
催
、
平
和
台
競
技
場
建
設
の
功
労
者
・
名
付
け
親
で
も
あ
る
」
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
興
味

深
い
人
物
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
当
選
と
ご
と
ご
と
に
対
立
し
た
岡
部
は
ス
ポ
ー
ツ
史
の
な
か
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
。
と
く
に
満
洲
事
変
か
ら
敗
戦
に
至
る
一
五
年
間
は
、
岡
部
を
論
じ
た
研
究
に
あ
っ
て
さ
え
、
ほ
ぼ
空
白
に
等
し
い
状
態
に
あ
る
。
こ
の
間
、

岡
部
は
大
陸
に
あ
っ
て
い
ち
は
や
く
国
家
主
義
ス
ポ
ー
ツ
を
提
唱
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
国
策
へ
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
し
、
軍
の
特
務
と
し
て
文
化
工

作
を
主
導
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
歴
は
岡
部
自
身
に
と
っ
て
、
ひ
い
て
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
も
、
否
定
す
べ
き
過
去
と
し
て
記

憶
さ
れ
、
語
る
こ
と
を
封
印
さ
れ
て
き
た
。
岡
部
自
身
も
戦
後
は
戦
時
中
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
か
っ
た
と
い
う
（
厨
義
弘
談
）
。
戦
前
に

ス
ポ
ー
ツ
の
純
粋
性
を
唱
え
て
い
た
岡
部
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
国
家
主
義
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
「
転
向
」
し
た
の
か
。
こ
の
経
緯
を
解
明
す
る

こ
と
で
、
戦
争
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
を
改
め
て
考
え
直
し
て
み
た
い
。

　
①
坂
上
康
博
『
権
力
装
置
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
一
帝
国
日
本
の
国
家
戦
略
輪
講
談
　
　
植
民
地
・
朝
鮮
の
体
育
政
策
』
塩
花
舎
、
～
九
九
五
年
）
や
入
江
克
己
の
思
想
史

　
　
社
、
一
九
九
八
年
、
二
四
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
（
哩
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
体
育
思
想
』
不
昧
堂
出
版
、
　
一
九
八
六
年
）
が

　
②
数
少
な
い
例
外
と
し
て
、
西
尾
達
雄
に
よ
る
告
発
（
ア
ジ
ア
に
対
す
る
日
本
の
　
　
あ
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
体
育
が
中
心
で
あ
る
。

　
　
戦
争
責
任
を
問
う
民
衆
法
廷
準
備
会
編
『
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
み
る
戦
争
責
任
”
　
③
門
ス
ポ
ー
ツ
」
自
体
が
西
洋
翻
近
代
的
概
念
で
あ
る
こ
と
を
さ
し
お
く
と
す
れ

99　（99）



ば
、
「
外
来
ス
ポ
ー
ツ
」
と
は
近
代
ス
ポ
ー
ツ
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
近
代
ス
ポ
ー
ツ

の
定
義
に
つ
い
て
は
、
》
＝
㊦
謬
○
隠
鼠
鴛
戸
Q
ミ
謡
象
鋭
寧
恵
帖
謎
曾
㌧
§
魯
ミ

魯
ミ
冴
ミ
ミ
○
ミ
鳳
ミ
ミ
§
ミ
魯
N
引
引
O
o
ピ
ヨ
げ
鈷
¢
着
く
①
邑
受
勺
話
ω
ω
一
瓢
①
毛

閃
。
H
ド
一
〇
り
弁
署
■
甲
ω
を
参
照
。
ス
ポ
…
ツ
と
体
育
の
定
義
、
お
よ
び
そ
の
違

い
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
教
育
を
主
た
る
目
的
と
す
る

も
の
を
体
育
と
し
、
娯
楽
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
お
く
。

本
稿
で
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
場
合
、
基
本
的
に
は
陸
上
競
技
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
等
、

　
勝
敗
を
争
う
こ
と
を
主
と
す
る
競
技
を
指
し
、
ダ
ン
ス
、
体
操
、
武
道
な
ど
は
含

　
ま
な
い
。

④
厨
義
弘
［
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
鬼
才
周
部
平
太
研
究
」
『
国
際
文
化
研
究
所

　
論
叢
臨
第
一
四
号
、
二
〇
〇
三
年
八
月
。

⑤
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
田
中
館
哲
彦
『
日
本
ス
ポ
ー
ツ
を
救
え
一
野
人
岡
部

　
平
太
の
た
た
か
い
』
平
凡
社
、
　
一
九
八
八
年
、
山
口
昌
男
『
「
挫
折
」
の
昭
称

　
史
蜘
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
第
四
章
な
ど
が
あ
る
。

100 （100）

第
一
章
　
純
粋
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代

第
一
節
　
ス
ポ
ー
ツ
の
頂
点
を
め
ざ
し
て

　
一
九
一
七
年
六
月
、
東
京
高
等
師
範
学
校
の
研
究
科
を
修
了
し
た
岡
部
は
ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
つ
。
嘉
納
治
五
郎
校
長
の
す
す
め
と
、
内
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

信
也
の
資
金
援
助
を
う
け
、
「
武
者
修
行
者
の
気
持
ち
て
突
撃
の
問
に
ア
メ
リ
カ
行
を
思
ひ
立
っ
て
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
か
建
前
、

ア
メ
リ
カ
は
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
て
い
た
。
岡
部
が
訪
れ
た
イ
リ
ノ
イ
州
の
大
学
で
は
義
勇
兵
募
集
の
ビ
ラ

が
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら
れ
、
総
長
は
学
生
た
ち
を
戦
場
へ
駆
り
立
て
る
演
説
を
行
い
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
が
陸
海
軍
に
志

願
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
好
戦
的
な
愛
国
主
義
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
岡
部
は
ア
メ
リ
カ
で
「
青
年
の
純
な
心
、
人
間
性

の
美
わ
し
さ
」
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
が
、
自
分
は
軍
国
主
義
者
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
軍
国
主
義
的
側
面
は

　
　
　
　
　
　
②

評
価
し
な
か
っ
た
。

　
岡
部
は
シ
カ
ゴ
大
学
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
の
諸
理
論
と
実
践
を
学
ん
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
岡
部
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
ス
タ
ッ
グ
博
士
（
〉
ヨ
。
ω
諺
・
ω
け
餌
α
q
α
q
）
で
あ
っ
た
。

　
　
　
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
は
勝
て
と
教
へ
る
。
こ
の
点
が
英
国
の
伝
統
的
精
神
と
ア
メ
リ
カ
の
精
神
の
異
な
る
処
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ス
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ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
日
本
の
一
部
の
人
は
極
端
に
批
難
す
る
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
勝
敗
の
観
念
が
強
過
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
勝
敗
は
元
来
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
ツ
成
立
の
必
要
な
る
条
件
で
あ
っ
て
そ
れ
に
夢
中
に
な
る
の
は
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
以
上
当
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
で
は
勝
敗
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
重
視
す
る
イ
ギ
リ
ス
流
の
ス
ポ
ー
ツ
観
が
主
流
で
あ
り
、
岡
部
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お

い
て
異
端
的
存
在
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
運
命
に
あ
っ
た
。
岡
部
が
陸
上
競
技
監
督
と
し
て
の
ぞ
ん
だ
一
九
二
七
年
の
極
東
選
手
権
競
技
大
会

（
以
下
、
極
東
大
会
）
に
お
け
る
陸
上
競
技
選
手
団
退
出
劇
は
そ
の
最
初
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
高
師
の
先
輩
で
、
と
も
に
ス
タ
ッ
グ
に
学
ん
だ
大

谷
武
一
（
の
ち
に
日
本
の
学
校
体
育
の
中
枢
を
担
う
人
物
）
は
一
九
二
八
年
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
の
生
命
は
、
た
だ
勝
つ
こ

と
だ
け
で
は
な
い
。
勝
と
う
と
し
て
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
真
生
命
が
あ
る
の
だ
。
言
葉
を
換
え
て
い
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
生
命
は
勝
利
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
ら
ず
し
て
奮
闘
に
あ
る
。
真
摯
な
努
力
に
存
す
る
。
」
と
も
に
ス
タ
ッ
グ
に
師
事
し
た
二
人
で
あ
る
が
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
観
は
全
く
異
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
岡
部
は
二
年
半
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
後
、
一
九
二
一
年
四
月
、
水
戸
高
等
学
校
に
体
育
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
。
岡
部
は
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
毎
日
、
日
が
暮
れ
て
物
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
生
徒
と
運
動
場
に
い
た
。
」
そ
れ
は
岡
部
の
師
ス
タ
ッ
グ
に
な
ら
っ
た
も
の
で
、
コ
ー
チ
と

し
て
岡
部
の
終
生
一
貫
し
た
態
度
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
わ
ず
か
半
年
も
た
た
ず
し
て
岡
部
は
水
戸
か
ら
姿
を
消
し
、
密
か
に
満
洲
へ
と
渡
っ

た
。
岡
部
が
日
本
を
離
れ
た
最
大
の
原
因
は
い
わ
ゆ
る
「
サ
ン
テ
ル
事
件
偏
に
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
、
黒
道
館
は
サ
ン
テ
ル
と
い
う
ア
メ
リ

カ
人
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
か
ら
挑
戦
を
受
け
た
。
岡
部
は
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
こ
う
し
た
試
合
が
成
立
せ
ず
、
ま
た
こ
れ
が
嘉
納
の
柔

道
の
事
業
を
崩
壊
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
と
夜
を
徹
し
て
諌
言
し
た
が
、
こ
の
試
合
が
柔
道
の
世
界
的
発
展
に
資
す
る
と
考
え
て
い
た
嘉
納
を

説
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
こ
れ
は
私
の
生
涯
に
於
け
る
一
番
淋
し
い
記
憶
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
嘉
納
治
五
郎
先
生
と
先
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

畢
生
の
事
業
で
あ
っ
た
柔
道
に
関
係
し
た
問
題
で
全
く
意
見
が
合
わ
ず
、
私
は
遂
に
そ
の
ま
ま
先
生
の
開
運
坂
の
邸
を
去
」
つ
た
。

　
岡
部
が
逃
避
先
と
し
て
満
洲
を
選
ん
だ
の
は
、
自
ら
の
「
体
育
理
念
を
実
施
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
人
の
新
天
地
、
強
大
な
満
鉄
王
国
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

お
い
て
は
ほ
か
に
な
い
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
高
師
時
代
の
親
友
四
角
誠
一
が
満
鉄
理
事
の
大
蔵
公
望
や
学
務
課
長
の
保
々
隆
に
直
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⑧

訴
し
た
結
果
、
岡
部
は
地
方
部
学
務
課
に
ポ
ス
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
岡
部
は
持
ち
前
の
行
動
力
を
発
揮
し
て
「
早
速
満
鉄
の
体
育
組
織

に
一
大
風
鎮
を
加
へ
る
と
同
時
に
全
満
洲
の
体
育
機
関
の
組
織
的
統
一
を
絶
叫
さ
れ
満
洲
各
地
を
遊
説
し
て
翌
大
正
十
一
年
に
至
り
て
満
洲
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

技
聯
合
な
る
も
の
を
組
織
」
し
た
。
全
満
洲
競
技
連
合
会
（
の
ち
「
満
州
体
育
協
会
」
と
改
称
）
は
設
立
直
後
の
一
九
二
二
年
八
月
末
に
全
満
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

水
上
選
手
権
、
さ
ら
に
～
○
月
に
陸
上
競
技
選
手
権
を
開
催
し
、
翌
年
の
極
東
大
会
に
は
じ
め
て
満
洲
か
ら
日
本
代
表
選
手
を
派
遣
し
た
。
岡

部
は
常
務
委
員
と
し
て
満
洲
体
育
協
会
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
満
洲
に
ス
ポ
ー
ツ
王
国
を
築
き
上
げ
た
。
満
洲
で
岡
部
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

神
様
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

　
一
九
二
八
年
九
月
、
満
鉄
二
十
周
差
お
よ
び
天
皇
陛
下
御
即
位
大
典
奉
祝
記
念
行
事
と
し
て
、
大
連
で
日
仏
対
抗
陸
上
競
技
大
会
（
以
下
、

日
仏
対
抗
）
が
開
催
さ
れ
た
。
同
年
七
月
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
織
田
幹
雄
が
三
段
跳
び
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
と
は
い
え
、

岡
部
が
こ
の
大
会
を
企
画
し
た
段
階
で
は
、
日
本
の
陸
上
界
は
世
界
的
に
見
て
ま
だ
低
い
水
準
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
真

っ
向
勝
負
を
挑
も
う
と
い
う
の
は
破
天
荒
な
企
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
岡
部
は
綿
密
な
計
算
を
も
と
に
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
り
、
日
本

軍
は
七
八
対
七
二
で
見
事
フ
ラ
ン
ス
軍
に
勝
利
し
た
。
岡
部
は
こ
の
大
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
私
達
は
純
潔
な
競
技
以
外
に
あ
ま
り
多
く
の
事
を
考
え
た
く
は
な
い
。
然
し
私
達
が
こ
の
競
技
を
最
も
厳
し
ゅ
く
に
、
ま
た
、
フ
ェ
ア
ー
に
や
る
事
に
よ

　
　
　
っ
て
、
よ
し
日
本
が
勝
と
う
と
も
、
日
本
が
負
け
よ
う
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
青
年
の
感
情
の
琴
線
に
、
触
れ
る
も
の
は
必
ず
響
き
高
き
音
で
あ
ろ
う
こ
と
を

　
　
信
ず
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
虚
偽
な
国
際
信
義
や
、
誤
ら
れ
た
る
親
善
の
虚
偽
な
文
字
に
わ
れ
わ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
純
潔
な
殿
堂
を
犯
さ
れ
た
く
は
な
か

　
　
　
つ
た
。
む
し
ろ
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
を
守
る
勇
敢
な
騎
士
を
も
っ
て
、
任
じ
て
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
日
仏
競
技
は
、
け
っ
し
て
国
際
親
善
の
奴
隷

　
　
で
も
な
け
れ
ば
、
満
鉄
の
営
利
政
策
の
奴
隷
で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
純
情
を
こ
め
た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
精
進
の
第
ヅ
歩
で
あ
る
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
は
体
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
の
奴
隷
で
さ
え
も
な
い
と
堅
く
信
じ
て
い
る
。

「
虚
偽
な
国
際
信
義
や
、
誤
ら
れ
た
る
親
善
の
虚
偽
な
文
字
」
に
彩
ら
れ
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
純
潔
な
殿
堂
が
犯
さ
れ
」
た
極
東
大
会
に
比
し
て
、

日
仏
対
抗
は
政
治
や
外
交
を
超
越
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
純
粋
な
形
で
輝
き
を
放
っ
た
大
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
純
粋
ス
ポ
ー
ツ
を
追
求
し
て
い
た
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岡
部
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
。
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第
二
節
　
中
国
へ
の
ま
な
ざ
し

　
日
仏
対
抗
は
岡
部
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。
岡
部
は
な
が
ら
く
満
洲
に
身
を
置
き
つ
つ
も
、
そ
の
視
線
は
つ
ね
に
日
本
や

欧
米
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
中
国
人
と
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
眼
中
に
な
か
っ
た
。
～
九
二
八
年
六
月
張
作
森
爆
殺
事
件
の
あ
と
、
東
北
保
安
総

司
令
と
し
て
満
洲
の
政
権
を
握
っ
た
張
学
籍
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
力
を
注
い
で
い
た
。
日
仏
対
抗
の
直
後
、
張
学
良
は
同
大
会
に
参
加
し

た
日
本
人
選
手
を
招
い
て
国
際
選
手
歓
迎
運
動
大
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
と
き
張
学
良
は
岡
部
を
私
邸
に
招
き
、
日
中
学
生
間
の
ス
ポ
ー
ツ
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

流
を
や
り
た
い
と
提
案
し
た
。
岡
部
は
張
早
良
の
呼
び
か
け
に
積
極
的
に
応
え
た
。
翌
年
一
月
、
東
北
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
一
行
が
日
本
を
訪
れ
、
親
善
試
合
を
行
っ
た
。
馬
雲
叢
は
一
行
を
代
表
し
て
「
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
く
触
れ
て
教
を
乞
ひ
又
日
本

の
青
年
学
生
の
美
し
い
精
神
に
接
し
た
い
、
そ
し
て
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
と
ほ
し
て
日
支
青
年
学
生
間
の
親
善
が
達
せ
ら
れ
る
こ
と
を
信
ず
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
で
あ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　
～
九
二
九
年
五
月
二
九
日
か
ら
奉
天
で
第
一
四
回
華
北
運
動
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
の
前
日
、
岡
部
ら
が
率
い
る
在
満
日
本
人
学
校
の
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

手
芸
は
張
学
良
の
私
邸
に
招
か
れ
た
。
張
鼠
輩
は
、
中
国
と
日
本
は
離
る
べ
か
ら
ざ
る
関
係
に
あ
り
、
無
邪
気
で
清
浄
無
垢
の
精
神
を
も
ち
、

政
略
的
に
も
国
際
関
係
に
も
野
心
も
悪
心
も
も
た
な
い
両
国
の
青
年
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
両
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

の
「
誤
解
」
は
解
か
れ
る
の
で
あ
る
。
「
玲
珪
た
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
」
に
立
脚
し
た
科
学
、
教
育
、
宗
教
、
芸
術
は
、
外
交
上
の
「
誤
解
」

を
超
越
し
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
両
国
の
青
年
が
相
互
に
理
解
し
合
う
こ
と
こ
そ
、
友
好
へ
の
筋
道
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
岡
部

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
私
達
は
ス
ポ
ー
ツ
に
国
境
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
ま
し
て
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
は
ち
ょ
う
ど
宗
教
が
そ
う
で
あ
る
様
に
、
国
境
な
く
万
人
の
心
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
心
の
琴
線
に
触
れ
合
う
こ
と
の
出
来
る
も
の
だ
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
い
る
。

103 （103）



ま
た
、
師
の
ス
タ
ッ
グ
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
た
。

　
　
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
と
よ
き
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
日
本
と
中
国
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
…
…
私
は
偉
大
な
ス
タ
ッ
グ
の
精
神
が
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
に
お
い
て
も
、
根
本
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
グ
は
「
君
は
外
交
家
や
政
治
家
が
こ
れ
ま
で
も
た
ら
し
た
以
上
の
こ
と
を
な
し
と
げ
る
だ
ろ
う
」
と
答
え
て
弟
子
の
成
長
を
喜
ん
だ
。

ス
タ
ッ
グ
の
言
葉
が
図
ら
ず
も
示
す
よ
う
に
、
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
は
「
外
交
家
」
や
「
政
治
家
」
以
上
の
外
交
的
、
政
治
的
作
用
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
り
、
け
っ
し
て
外
交
、
政
治
を
超
越
し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

　
岡
部
が
こ
こ
で
用
い
た
「
琴
線
」
と
い
う
雷
葉
は
、
日
仏
対
抗
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
両
者
の
問
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
と
は
対
等
な
関
係
で
あ
っ
た
が
、
中
国
人
と
の
関
係
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
岡
部
に
と
っ
て
、
中
国
人
は
コ
ー
チ
と
し
て
指
導

の
対
象
で
あ
っ
た
。
中
国
が
視
野
に
入
る
こ
と
で
現
実
の
政
治
的
関
係
が
持
ち
こ
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
純
粋
性
の
意
味
は
変
容
を
蒙
ら
ざ
る
を

え
な
く
な
る
。
一
九
二
九
年
一
〇
月
に
張
学
良
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
薬
事
支
競
技
会
で
、
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ー
ム
監
督
は
次
の
よ
う
な
感
想
を

語
っ
た
。

　
　
欧
洲
文
明
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
支
那
の
文
明
に
多
少
の
見
劣
り
を
感
ず
る
や
う
に
運
動
競
技
で
も
欧
洲
の
そ
れ
に
比
べ
て
矢
は
り
見
劣
り
が
あ
っ
た
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
日
本
選
手
に
就
て
は
競
技
会
を
開
く
毎
に
た
f
驚
き
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
は
、
日
本
と
中
国
と
の
関
係
と
同
じ
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
「
日
立
支
競
技
会
」
で
張
学
園
代
理
の
劉
翠
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
「
自
分
達
は
政
治
的
に
は
何
等
関
係
な
く
真
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
国
際
親
善
を
図
り
た
い
と
思
ふ
」
と
挨
拶
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
国
際
親
善
と
は
、
現
実
の
政
治
的
問
題
に
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
で
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
政
治
が
持
ち
こ
ま
れ
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
は

無
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
矛
盾
が
、
や
が
て
岡
部
の
純
粋
ス
ポ
ー
ツ
信
仰
を
突
き
崩
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
岡
部
は
「
父
の
喪
に
服
す
る
張
学
良
氏
を
想
い
で
」
と
題
す
る
短
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　
　
今
宵
は
も
月
の
暗
き
に
学
良
は
男
心
に
泣
き
て
や
あ
ら
ん
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日
本
に
対
す
る
個
人
的
な
恨
み
を
み
せ
る
こ
と
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
日
中
交
流
を
進
め
て
い
た
張
学
良
に
対
す
る
敬
意
が
溢
れ
た
～
句
で

あ
る
。
し
か
し
同
時
に
岡
部
は
ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ
て
し
て
も
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
強
烈
な
感
情
に
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。
親
署
良
は
自
身

が
校
長
を
つ
と
め
る
東
北
大
学
の
コ
ー
チ
に
は
ド
イ
ツ
人
を
招
聰
し
、
体
育
系
主
任
に
は
ア
メ
リ
カ
留
学
経
験
の
あ
る
都
更
生
を
抜
擢
し
、
決

し
て
日
本
人
に
頼
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
張
学
界
に
も
ま
し
て
、
人
間
性
と
い
う
面
で
岡
部
を
つ
よ
く
魅
了
し
た
の
は
母
上
で
あ
っ
た
。
薦
庸
は
軍
閥
漏
徳
麟
の
長
子
で
、
張
学
良
と

同
年
で
あ
り
、
と
も
に
一
九
二
〇
年
に
東
北
陸
軍
講
武
堂
を
卒
業
し
た
。
東
北
軍
少
将
参
謀
、
東
北
航
空
黒
黒
校
参
賛
を
歴
任
し
、
一
九
二
五

年
に
東
北
空
軍
少
将
司
令
官
と
な
る
が
、
一
九
二
六
年
に
焉
徳
麟
が
病
死
す
る
と
、
鶴
庸
は
父
の
遺
産
を
つ
ぎ
込
ん
で
漏
庸
大
学
を
設
立
し
、

教
育
界
に
身
を
投
じ
た
。
隅
庸
は
～
九
二
九
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
鷹
庸
大
学
校
刊
』
創
刊
号
の
冒
頭
で
、
そ
の
教
育
方
針
を
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　
　
本
校
の
教
育
は
、
国
の
威
信
を
発
揚
し
、
社
会
を
改
造
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。
か
た
や
自
ら
徳
、
体
、
智
の
三
育
の
実
践
を
求
め
、
か
た
や
軍
国
民

　
　
教
育
を
実
施
し
て
、
徳
南
学
純
、
忠
勇
壮
烈
な
る
青
年
を
養
成
し
、
救
国
の
事
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
望
む
。
品
行
を
重
ん
じ
、
試
験
を
厳
格
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
運
動
を
強
制
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
生
活
を
完
全
に
規
律
化
し
て
、
軍
事
教
育
の
真
精
神
に
合
わ
せ
る
。

凋
庸
が
軍
事
教
育
を
強
調
し
た
の
は
、
中
国
の
国
際
的
自
由
と
独
立
、
国
内
の
安
寧
と
平
和
を
達
成
す
る
に
は
軍
事
力
に
よ
る
ほ
か
な
い
と
い

う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
凋
庸
が
仮
想
敵
と
し
て
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
五
月
の
済
南
事
変
、
翌

月
の
張
作
当
爆
殺
を
契
機
と
し
て
中
国
の
対
日
感
情
は
悪
化
し
、
そ
の
影
響
は
ス
ポ
ー
ツ
界
に
も
及
ん
だ
。
『
薦
庸
大
学
校
刊
』
の
「
体
育
消

息
」
に
は
、
北
平
で
国
際
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
中
国
人
チ
ー
ム
が
済
南
事
変
に
抗
議
し
て
日
本
人
と
の
試
合
を
拒
否
し

た
、
帝
国
大
学
蹴
球
部
が
上
海
に
遠
征
し
た
と
こ
ろ
交
通
大
学
は
試
合
を
拒
否
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
大
連
で
日
本
入
が
昭
和
天
皇
即
位
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
国
際
運
動
会
を
開
こ
う
と
し
た
が
中
国
の
体
育
団
体
は
慶
祝
の
意
義
を
認
め
ず
参
加
を
拒
絶
し
た
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
考
え
る
と
、
一
九
二
八
年
九
月
に
張
学
良
が
岡
部
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
提
携
を
呼
び
か
け
た
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
重
大
な
意
義
を
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も
っ
て
い
た
か
が
知
れ
よ
う
。

　
一
九
二
九
年
五
月
、
張
学
良
と
の
会
見
の
数
日
前
、
岡
部
は
褥
庸
大
学
へ
陸
上
競
技
の
コ
ー
チ
に
い
っ
た
。

　
　
設
立
者
に
し
て
学
長
で
あ
る
囑
庸
愚
は
年
齢
僅
か
に
二
十
九
歳
、
さ
っ
爽
た
る
　
兀
気
が
あ
る
。
「
僕
は
運
動
場
に
い
る
時
が
一
番
愉
侠
で
す
扁
と
初
対
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
の
挨
拶
を
や
る
と
「
君
の
様
子
を
見
る
と
す
ぐ
わ
か
る
が
自
分
も
そ
う
だ
」
と
い
っ
て
真
赤
な
ス
ェ
タ
ー
に
汗
を
拭
き
拭
き
の
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

岡
部
も
禰
庸
も
つ
ね
に
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
、
現
役
の
選
手
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
互
い
に
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
こ
れ
以
後
、
二
人
の
親
交
は
深
ま
り
、
岡
部
は
コ
ー
チ
の
た
め
た
び
た
び
鷹
島
大
学
を
訪
れ
、
鵜
庸
大
学
は
日
本
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に

積
極
的
と
な
る
。
同
年
夏
に
中
東
鉄
道
を
め
ぐ
っ
て
中
ソ
関
係
が
悪
化
し
た
こ
と
も
、
追
い
風
と
な
っ
た
。
当
面
の
敵
と
し
て
ソ
連
が
急
浮
上

し
た
か
ら
で
あ
る
。
薦
庸
は
義
勇
軍
を
組
織
し
て
、
前
線
へ
赴
き
、
ソ
連
を
牽
制
し
た
。

　
岡
部
は
愛
国
主
義
者
鷹
庸
と
の
交
流
が
危
険
を
伴
う
こ
と
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
。
岡
部
は
知
人
に
対
し
て
、
「
こ
ん
な
に
支
那
人
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
深
入
り
し
て
い
る
と
、
い
っ
か
俺
は
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
漏
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
彼
が
日
中
交
流
に
尽
力
し
た
の
は
、
「
自
分
の
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

へ
で
は
あ
の
排
臼
の
盛
ん
な
時
よ
し
～
つ
の
支
那
側
の
大
学
に
で
も
吾
々
日
本
人
の
持
つ
真
精
神
を
徹
底
指
す
こ
と
が
出
来
た
ら
自
分
の
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
は
そ
れ
で
十
分
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
来
た
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
岡
部
は
す
で
に
ス
ポ
ー
ツ
の
政
治
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て

こ
の
時
の
経
験
が
の
ち
の
文
化
工
作
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節
　
ス
ポ
ー
ツ
観
の
変
化

　
「
ス
ポ
ー
ツ
は
体
育
の
奴
隷
で
さ
え
も
な
い
」
と
言
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
と
体
育
を
峻
別
し
た
岡
部
で
あ
っ
た
が
、
学
校
体
育
に
関
係
す
る
な
か

で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
体
育
の
距
離
は
狭
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
九
二
二
年
一
月
、
関
東
庁
と
満
鉄
の
合
同
で
南
満
州
教
育
会
教
科
書
編
輯
部
が
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
た
。
前
年
一
〇
月
に
入
社
し
た
ば
か
り
の
岡
部
は
、
牧
叢
立
と
と
も
に
公
学
堂
用
体
操
科
教
科
書
の
調
査
員
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
成
果

で
あ
る
『
満
洲
体
育
教
授
参
考
書
』
は
一
九
二
六
年
半
完
成
し
た
。
こ
の
参
考
書
は
…
九
一
三
年
の
学
校
体
操
教
授
要
目
を
基
礎
に
、
最
新
の
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戦争。国家・スポーツ（高嶋）

成
果
を
導
入
し
、
満
洲
の
環
境
に
適
合
す
る
よ
う
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
第
三
編
　
競
技
教
材
解
説
」
は
岡
部
の
考
え
方
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　
競
技
で
あ
る
か
ら
勿
論
他
よ
り
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
運
動
だ
か
ら
勝
負
は
度
外
視
し
て
や
る
と
い
ふ
者
が
多
く
あ
る
け
れ
共
、
そ
れ
は
競
技
そ
の
も

　
　
の
・
本
質
か
ら
い
っ
て
考
へ
が
間
違
っ
て
み
る
。
又
そ
の
や
う
な
遊
戯
気
分
で
や
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
競
技
と
遊
戯
と
は
全
然
ち
が
ふ
も
の
で
あ
る
）
然
し

　
　
　
「
勝
つ
為
に
手
段
を
選
ば
ず
」
。
と
い
ふ
や
う
な
態
度
に
出
で
て
は
な
ら
ぬ
。
あ
く
迄
も
正
々
堂
々
の
陣
を
張
り
、
己
れ
の
ベ
ス
ト
を
尽
し
て
天
命
を
待

　
　
　
つ
と
い
ふ
気
慨
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
満
洲
の
体
育
教
育
に
は
（
兵
式
）
体
操
や
軍
事
教
練
を
重
ん
じ
る
軍
国
主
義
的
傾
向
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
「
自
由
主
義
体
育
」
を
信
奉
す

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
人
び
と
が
い
た
。
岡
部
の
言
葉
で
は
「
体
操
を
主
と
し
た
傾
向
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
を
以
て
体
操
に
代
へ
る
」
と
い
う
二
派
の
対
立
で
あ
っ
た
。

岡
部
は
当
然
ス
ポ
ー
ツ
派
で
あ
り
、
視
学
委
員
と
い
う
立
場
か
ら
学
校
体
育
に
影
響
力
を
行
使
し
た
。
一
九
三
〇
年
七
月
、
大
森
吉
五
郎
が
満

鉄
地
方
部
長
に
着
任
す
る
と
、
満
洲
の
学
校
体
育
界
の
勢
力
図
に
大
き
な
変
動
が
生
じ
る
。
陸
上
競
技
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
大
森
理
事
が
地
方
部
長
と
し
て
就
任
さ
れ
、
昭
和
五
年
冬
沿
線
学
校
の
状
況
を
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
児
童
生
徒
の
体
育
上
楽
観
す
べ
き
情
態
で
は
な
い
と

　
　
　
い
ふ
の
で
、
こ
の
盛
大
な
陸
上
競
技
が
潰
え
る
原
因
と
な
り
、
ま
た
遠
藤
繁
清
博
士
が
文
部
省
発
表
の
統
計
に
基
き
選
手
の
健
康
が
面
白
く
な
い
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
や
う
な
理
由
か
ら
、
教
育
界
の
陸
上
競
技
に
対
す
る
動
揺
と
な
り
、
遂
に
は
陸
上
競
技
絶
滅
の
姿
と
は
な
っ
た
。

　
翌
年
二
月
に
児
童
生
徒
保
健
調
査
会
が
組
織
さ
れ
、
「
我
が
満
洲
独
特
な
る
体
育
理
論
に
基
く
体
育
系
統
を
確
立
す
る
こ
と
」
が
決
議
さ
れ

た
。
三
月
に
最
初
の
委
員
会
が
開
か
れ
た
が
、
最
大
の
課
題
は
小
学
校
に
お
け
る
対
校
競
技
の
存
続
の
可
否
で
あ
っ
た
。
結
局
、
対
校
競
技
は

廃
止
せ
ず
に
改
善
す
る
こ
と
、
学
校
体
育
の
現
場
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
」
「
競
技
」
に
か
え
て
「
体
育
運
動
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
た
。
岡
部
は
も
ち
ろ
ん
委
員
と
し
て
出
席
し
て
い
た
が
、
二
年
半
前
に
ス
ポ
ー
ツ
は
体
育
の
奴
隷
で
さ
え
な
い
と
断
言
し
て
い
た
岡
部

が
、
ど
う
し
て
こ
の
決
定
を
支
持
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
当
時
、
ス
ポ
ー
ツ
と
体
育
の
関
係
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
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》
昏
一
①
鶏
。
ω
♂
同
p
｝
一
と
い
ふ
標
語
を
か
・
げ
て
エ
ー
ル
大
学
の
有
名
な
コ
ー
チ
、
オ
ル
タ
ー
、
キ
ヤ
ム
プ
〔
要
論
興
O
p
5
℃
〕
が
民
衆
的
に
打
っ
て
出
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
の
は
十
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
、
そ
れ
以
来
こ
の
言
葉
は
体
育
界
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
殆
ん
ど
共
通
の
通
用
語
と
な
っ
て
居
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
は
元
来
か
ら
云
っ
て
体
育
を
そ
の
目
的
の
中
に
含
ん
で
居
る
と
は
云
ひ
得
な
い
。
た
ぐ
近
代
的
な
世
界
的
風
潮
で
あ
る
体
育
思
想
と
ス
ポ
ー
ツ

　
　
及
び
ア
ス
レ
テ
イ
ツ
ク
ス
の
思
想
と
が
最
近
完
金
に
一
致
し
た
が
為
め
、
有
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
体
育
論
を
振
り
殴
朋
し
ま
た
体
育
論
は
ス
ポ
ー
ツ
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
て
そ
の
内
容
と
す
る
に
到
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
。

満
洲
で
も
『
満
洲
日
報
』
が
社
説
で
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

　
　
今
日
は
一
切
の
も
の
が
「
民
衆
偏
自
身
の
も
の
と
な
り
「
民
衆
」
自
身
が
能
動
的
に
働
き
か
け
る
傾
向
を
特
徴
と
す
る
大
衆
化
時
代
だ
と
呼
ば
れ
て
み
る
。

　
　
…
…
ス
ポ
ー
ツ
は
未
だ
真
に
大
衆
の
も
の
と
な
っ
て
み
な
い
…
…
ス
ポ
ー
ツ
自
体
が
大
衆
の
中
に
入
り
込
み
、
大
衆
の
も
の
と
な
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

　
　
と
同
時
に
、
大
衆
自
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
し
、
そ
の
主
入
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
し
て
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
は
選
手
の
単
な
る
演
技
で
あ
る
こ
と
か
ら
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
放
さ
れ
る
と
共
に
、
全
体
と
し
て
の
大
衆
の
体
育
の
向
上
と
発
展
が
あ
り
得
や
う
Q

　
一
九
三
〇
年
五
月
、
東
京
で
行
わ
れ
た
極
東
大
会
に
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
た
岡
部
は
、
文
部
省
主
催
の
全
国
体
育
王
事
会
議
に
出
席
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

大
衆
体
育
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。
ま
た
同
時
に
政
府
委
員
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
質
問
を
な
げ
か
け
た
。
「
体
育
が
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
の
で
は
な
く
、
真
の
社
会
体
育
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
、
そ
れ
が
強
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
る
こ
と
な
く
、
普
遍
性
あ
る
体
育
手
段
あ
り

ゃ
？
そ
の
方
法
及
び
国
名
？
」
こ
の
雷
葉
は
、
体
育
1
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
岡
部
の
迷
い
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
は
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
越
す
る
。
し
か
し
体
育
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
排
日
感
情
の
強
い
満
洲
で
、
日
中
間
の
対
立
を
煽
る

こ
と
な
く
体
育
1
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
す
る
こ
と
は
い
か
に
し
て
可
能
な
の
か
。
そ
も
そ
も
体
育
鍔
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
日
中
間
の
対
話
は
可
能
な

の
か
。

！08 （ユ08）

①
岡
部
平
太
隅
ス
ポ
ー
ツ
行
脚
翫
日
本
評
論
社
、
一
九
瓢
二
年
、
五
－
六
頁
。

②
陶
部
平
太
「
最
近
の
競
技
思
潮
（
上
）
」
『
福
岡
日
日
新
聞
隔
一
九
二
二
年
一
月

＠

ゆス
ポ
｝

ツ

行
脚
駄

日
。

二
八
三
頁
。



戦争・国家・スポーツ（高嶋）

④
大
谷
武
｝
「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
危
機
」
（
山
本
義
男
『
あ
る
体
育
人
の
生
涯

　
一
大
谷
武
一
小
伝
』
タ
イ
ム
ス
刊
、
一
九
七
九
年
、
二
二
〇
頁
）
。

⑤
岡
部
平
太
例
コ
ー
チ
五
〇
年
』
大
上
職
明
応
、
…
九
六
〇
年
、
二
…
七
頁
。

⑥
岡
部
平
太
『
ス
ポ
ー
ツ
と
禅
の
話
』
不
味
堂
書
店
、
一
九
五
七
年
、
二
八
一
頁
。

⑦
潤
部
平
太
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
入
間
日
岡
部
平
太
遺
稿
集
脇
同
書
刊
行
会
、

　
一
九
六
八
年
、
三
三
二
頁
。

⑧
百
本
ス
ポ
ー
ツ
を
救
え
』
七
〇
～
七
一
頁
。

⑨
高
橋
俊
夫
「
関
東
州
体
協
の
強
化
を
望
む
（
上
）
」
『
満
洲
二
日
新
聞
轍
一
九
三

　
九
年
よ
ハ
日
月
㎝
二
円
㌔

＠＠＠＠＠

欄
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
一
三
年
七
月
二
〇
日
、
九
月
一
日
。

噸
満
蒙
臼
本
人
紳
士
録
匝
満
洲
日
報
社
、
　
一
九
二
九
年
。

魍
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
瞼
一
二
七
－
三
八
頁
。

『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
臨
二
一
八
頁
。

噸
東
京
朝
日
新
聞
』
｝
九
二
九
年
一
月
　
四
日
。
学
部
は
付
添
と
い
う
形
で
一

　
行
を
率
い
た
。

⑮
岡
部
と
張
学
良
の
会
談
に
つ
い
て
は
『
満
洲
日
報
』
一
九
二
九
年
五
月
二
九
日
、

　
魍
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
歴
五
～
一
五
五
頁
を
参
照
。

⑯
ヌ
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
漉
五
三
頁
。

⑰
O
①
邑
二
四
O
昏
ω
曽
§
鴨
出
ミ
癖
馬
融
♀
塞
霜
§
魯
ミ
§
へ
》
ミ
・
帖
§
N
O
ミ
ミ
ミ

　
守
愚
ミ
ミ
蹄
ミ
d
巳
く
曾
ω
一
仲
鴫
。
｛
篇
Φ
ぴ
鑓
。
。
訂
℃
お
し
。
幹
記
コ
。
o
ぎ
騨
漏
り
。
注
o
p

　
8
0
①
も
．
血
■

⑱
『
満
洲
日
報
』
｝
九
二
九
年
一
〇
旦
ご
日
。
デ
ィ
ー
ム
は
一
九
三
六
年
の
ベ

　
ル
リ
ン
オ
り
ン
ピ
ッ
ク
で
組
織
委
員
会
の
事
務
総
長
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
。

⑲
『
満
洲
日
報
』
一
九
二
九
年
一
〇
旦
＝
日
。

⑳
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
転
五
五
頁
。

⑳
　
鷹
庸
「
我
之
所
以
実
施
軍
事
教
育
者
扁
興
薦
庸
大
学
校
刊
邑
第
一
期
、
一
九
二

　
九
年
一
月
。

⑳
交
通
大
学
足
強
部
は
一
九
二
八
年
一
月
に
日
本
へ
遠
征
し
、
一
月
；
一
日
に
帝

　
国
大
学
と
対
戦
し
て
二
対
一
で
勝
っ
て
い
る
。

㊧
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
問
隔
五
四
頁
。

⑳
　
　
『
満
〃
湘
凹
日
報
臨
　
一
九
一
二
〇
年
四
月
｝
山
ハ
日
。

⑳
　
宮
畑
虎
彦
「
岡
部
さ
ん
…
そ
の
片
鱗
」
（
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
』
三
四

　
五
頁
）
。

⑳
『
満
洲
日
報
葱
一
九
三
二
年
～
月
ご
百
。

⑳
　
竹
中
憲
一
『
「
満
州
」
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
的
研
究
一
重
二
巻
、
粕
書
房
、

　
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
二
頁
、
同
書
第
三
巻
、
三
｝
七
、
三
一
三
頁
。
な
お
同
年
五

　
月
二
七
日
目
文
部
省
訓
令
第
二
二
号
で
学
校
体
操
教
授
要
目
が
改
訂
さ
れ
、
ス

　
ポ
ー
ツ
が
は
じ
め
て
教
材
に
取
り
込
ま
れ
た
。

⑳
　
南
満
州
教
育
会
教
科
書
編
輯
部
魍
満
洲
体
育
教
授
参
考
書
隠
上
巻
（
稿
本
）
、

　
…
九
三
四
年
、
編
者
刊
、
二
二
八
頁
（
竹
中
憲
皿
編
『
「
満
州
」
植
民
地
申
国
入

　
用
教
科
書
集
成
』
六
、
緑
蔭
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
六
三
頁
）
。
同
書
下
巻
は

　
一
九
二
六
年
九
月
二
八
日
に
発
行
で
あ
る
か
ら
、
上
巻
も
㎜
九
二
六
年
に
は
完
成

　
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
牧
は
札
幌
師
範
学
校
教
諭
を
し
て
い
た
｝
九
一
九
年
に

　
『
小
学
校
二
於
ケ
ル
体
操
ノ
理
論
及
実
際
鳳
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
勝
負
云
々
に

　
類
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

⑳
署
満
州
漏
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
的
研
究
臨
画
二
巻
、
二
〇
ニ
ー
二
〇
三
買
。

⑳
　
　
『
満
洲
日
報
睡
～
九
三
一
年
三
月
二
九
目
。

⑳
　
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
地
方
部
残
務
整
理
委
員
会
『
満
鉄
附
属
地
経
営
沿
革
全

　
霊
徳
龍
渓
書
下
、
一
九
七
七
年
、
六
七
｝
一
六
七
二
頁
。

⑫
岡
部
平
太
門
体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
の
㎜
致
体
育
ボ
ー
ル
時
代
鵡
現
の
趨
向

　
（
下
）
扁
『
満
洲
日
報
輪
一
九
一
一
一
〇
年
八
月
二
三
日
。

⑳
岡
都
平
太
「
体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
の
一
致
　
体
育
ボ
ー
ル
時
代
出
現
の
趨
向

　
（
上
）
」
『
満
洲
B
報
臨
一
九
三
〇
年
八
月
二
二
日
。

⑳
　
　
「
体
育
の
大
衆
化
に
就
て
」
『
満
洲
臼
報
臨
｝
九
三
〇
年
四
月
九
日
。

109 （109）



⑯
　
　
『
満
旧
洲
R
一
報
臨
　
一
九
一
二
〇
年
⊥
ハ
日
μ
九
日
。

第
二
章
　
国
家
主
義
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代

110 （110）

第
一
節
　
満
洲
事
変
と
満
洲
国
参
加
問
題

　
一
九
三
一
年
九
月
へ
八
日
、
満
洲
事
変
が
勃
発
、
関
東
軍
は
瞬
く
間
に
奉
天
を
占
領
し
た
。
剣
聖
大
学
も
関
東
軍
に
占
拠
さ
れ
、
校
長
の
薦

庸
は
軟
禁
さ
れ
た
。
岡
部
は
鷹
庸
と
の
「
友
情
忍
び
難
く
」
、
関
東
軍
高
級
参
謀
板
垣
征
四
郎
大
佐
に
あ
っ
て
事
情
を
き
き
、
憲
兵
隊
司
令
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
か
け
つ
け
て
二
宮
健
市
大
佐
を
説
得
、
薦
の
保
釈
に
成
功
し
た
。
鷹
庸
は
し
ば
ら
く
岡
部
宅
に
い
た
が
、
本
人
の
希
望
で
欧
米
諸
国
の
視
察

に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
要
素
は
ま
ず
東
京
へ
向
か
う
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
途
中
上
海
に
寄
港
し
た
際
、
南
京
に
蒋
介
石
を
訪
れ
て

　
　
　
　
　
②

「
変
心
」
し
た
。
『
週
報
』
に
よ
れ
ば
、
一
〇
月
二
七
日
に
雨
垂
は
南
京
に
着
い
て
蒋
介
石
と
会
談
、
翌
日
に
飛
行
…
機
で
北
平
入
り
し
、
＝

月
三
日
に
蒋
介
石
、
江
精
衛
、
皇
漢
民
ら
に
南
京
、
広
東
間
の
和
平
促
進
を
う
っ
た
え
る
電
報
を
発
し
、
七
日
に
六
百
名
あ
ま
り
の
東
北
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

救
国
請
願
団
を
引
き
つ
れ
て
上
海
入
り
し
た
。
濡
庸
の
「
変
心
」
に
よ
り
、
岡
部
は
関
東
軍
に
逮
捕
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、

「
満
洲
事
変
機
密
政
略
日
誌
扁
の
一
一
月
一
七
日
条
に
「
本
日
片
倉
参
謀
は
板
垣
参
謀
の
同
意
を
得
て
岡
部
を
招
致
し
之
を
面
詰
し
相
当
の
慰

籍
を
な
す
べ
き
を
要
求
し
併
せ
て
田
鰻
の
脱
出
問
題
を
難
詰
し
其
回
答
を
保
留
せ
し
め
た
り
」
と
、
拘
留
中
の
岡
部
の
状
況
を
伝
え
る
記
事
が

　
　
　
④

あ
る
か
ら
、
～
○
月
末
か
ら
一
一
月
中
旬
の
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
家
族
と
水
盃
を
交
わ
し
て
出
頭
し
た
岡
部
は
処
刑
を
覚
悟
し
て
い

た
。
岡
部
の
逮
捕
を
知
っ
た
満
鉄
関
係
者
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
ら
が
助
命
に
奔
走
し
た
結
果
、
岡
部
は
銃
殺
を
免
れ
た
。
岡
部
は
一
二
月
末
に

上
京
し
て
文
部
省
、
高
等
師
範
学
校
等
を
ま
わ
っ
て
事
情
を
報
告
、
そ
の
後
大
連
に
戻
っ
た
。
岡
部
は
こ
の
件
に
つ
い
て
「
自
分
が
薦
を
あ
ま

り
過
信
し
た
不
明
の
罪
で
そ
の
重
大
な
過
失
の
責
任
に
対
し
て
は
自
分
は
弁
護
の
余
地
も
な
い
」
と
反
省
の
弁
を
発
表
し
て
い
る
。
売
国
奴
呼

ば
わ
り
さ
れ
、
満
鉄
か
ら
、
そ
し
て
国
家
か
ら
見
放
さ
れ
た
岡
部
は
、
こ
れ
ま
で
い
か
に
特
権
的
環
境
の
な
か
で
ス
ポ
ー
ツ
を
追
求
し
て
い
た
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の
か
を
思
い
知
っ
た
で
あ
ろ
う
。
岡
部
と
薦
庸
の
友
情
は
戦
争
の
前
に
無
力
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
結
び
つ
い
た
二
人
前
そ
れ
ぞ
れ
の

国
家
へ
引
き
戻
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
二
人
の
友
情
は
途
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
七
年
置
帰
農
し
て
い
た
岡
部
の
も
と
に
焉
庸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
ら
の
手
紙
が
舞
い
込
ん
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
岡
部
が
薦
庸
を
許
し
た
の
は
、
福
が
岡
部
と
同
じ
よ
う
に
自
ら
の
国
の
た
め
に
尽
く
し
た
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
が
国
家
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
そ
の
後
岡
部
は
満
鉄
の
退
職
金
を
利
用
し
て
、
エ
ビ
の
貿
易
に
手
を
染
め
た
が
失
敗
、
つ
い
で
靴
屋
を
開
業
し
た
。
『
読
売
新
聞
』
一
九
三

二
年
一
二
月
一
六
日
に
靴
屋
と
な
っ
た
岡
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
満
洲
に
そ
の
入
あ
り
と
い
は
れ
た
岡
部
平
太
君
、
例
の
満
洲
事
変
以
来
気
の
毒
に
も
ト
ン
ダ
噂
を
た
て
ら
れ
て
以
来
、
満
鉄
も
辞
め
て
ス
ツ
カ
リ
腐
っ
て

　
　
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
ど
う
し
て
い
つ
の
間
に
か
靴
屋
に
な
っ
て
み
る
。
…
…
門
翼
、
俺
の
師
事
す
る
ス
タ
ッ
グ
（
シ
カ
ゴ
の
名
コ
ー
チ
）
の
親
父
も
靴

　
　
屋
だ
っ
た
ん
だ
ぜ
、
ス
タ
ッ
グ
は
曰
く
親
父
は
靴
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
人
格
を
叩
き
上
げ
た
の
で
、
自
分
が
人
格
着
だ
と
人
か
ら
い
は
れ
る
の

　
　
は
金
く
靴
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
、
と
い
ふ
の
だ
。
だ
か
ら
俺
も
一
生
懸
命
靴
を
作
っ
て
人
格
を
作
る
つ
も
り
だ
し
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
九
三
四
年
正
月
、
岡
部
は
「
”
満
洲
体
育
”
改
造
論
」
を
発
表
し
た
。
満
洲
事
変
以
後
に
は
じ
め
て
自
ら
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
観
を
語
っ

た
こ
の
文
章
で
、
岡
部
は
「
凡
そ
体
育
を
以
て
一
国
の
政
策
に
利
用
す
る
こ
と
は
近
代
国
家
の
為
政
者
達
が
等
し
く
採
っ
て
居
る
政
策
で
あ
り
、

適
当
な
手
段
だ
と
も
思
ふ
」
と
の
べ
、
国
家
主
義
的
体
育
を
主
張
し
た
。
同
月
末
、
岡
部
は
満
洲
陸
上
競
技
革
新
連
盟
を
組
織
し
て
、
極
東
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

会
へ
の
満
洲
国
参
加
問
題
に
関
与
を
深
め
て
い
く
。

　
二
月
九
日
、
満
洲
國
体
育
協
会
内
に
国
際
競
技
準
備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
翌
日
、
大
日
本
体
育
協
会
に
対
し
て
満
洲
国
の
極
量
大
会
正
式

参
加
を
あ
ら
た
め
て
要
請
し
た
。
同
委
員
会
に
は
陪
席
委
員
と
し
て
八
名
の
軍
人
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
こ
の
動
き
が
関
東
軍
の
支
持
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
満
洲
体
育
協
会
で
も
＝
二
B
に
緊
急
理
事
会
を
ひ
ら
き
、
満
洲
国
が
参
加
で
き
な
い
場
合
は
満
洲
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
日
本
人
選
手
を
派
遣
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
。
両
者
の
反
応
を
確
か
め
た
満
洲
陸
上
競
技
革
新
連
盟
は
｛
四
日
に
理
事
会
を
開
催
、

岡
部
を
東
京
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
部
は
「
極
東
大
会
が
こ
ん
な
形
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
は
ジ
ユ
ネ
ー
ヴ
脱
退
当
時
私
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共
の
懸
案
で
し
た
…
…
運
動
界
廓
清
大
亜
細
亜
民
族
結
合
の
た
め
に
大
い
に
や
っ
て
参
り
ま
す
、
恐
ら
く
日
本
運
動
界
が
政
治
外
交
の
問
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
取
扱
ふ
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
が
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
日
本
へ
向
か
っ
た
。
二
〇
日
に
東
京
で
結
成

さ
れ
た
国
際
競
技
準
備
委
員
会
東
京
委
員
会
は
大
橋
忠
一
を
委
員
長
と
し
、
委
員
に
は
岡
部
の
ほ
か
、
山
口
一
太
郎
や
今
田
新
太
郎
ら
軍
人
も

　
　
　
　
　
⑫

含
ま
れ
て
い
た
。
岡
部
は
こ
う
し
た
関
係
を
利
用
し
て
、
中
野
正
剛
ら
政
治
家
、
軍
関
係
者
、
右
翼
団
体
な
ど
と
接
触
し
、
世
論
を
喚
起
す
る

た
め
奔
走
し
た
。
三
月
一
日
の
理
事
会
で
大
臼
本
体
育
協
会
は
、
三
国
協
議
会
開
催
を
実
現
す
べ
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
に
山
本
忠
興
を
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
こ
と
を
決
定
、
一
応
の
目
的
を
果
た
し
た
岡
部
は
一
旦
帰
国
の
途
に
つ
く
。

　
こ
の
間
、
岡
部
は
「
満
洲
國
の
極
東
大
会
参
加
真
相
」
な
る
文
章
を
発
表
す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
独
立
国
で
は
な
い
カ
ナ
ダ
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
も
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
、
極
東
大
会
で
も
仏
印
と
宝
印
の
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
満
洲
国
の
参
加
を
拒
む
根
拠

は
な
い
。
日
本
側
が
恐
れ
る
の
は
、
極
東
大
会
か
ら
脱
退
す
れ
ば
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
も
脱
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
点

で
、
実
際
大
日
本
体
育
協
会
理
事
の
一
人
は
「
満
洲
国
は
吾
々
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
対
し
て
抱
き
合
ひ
心
中
を
迫
る
の
か
」
と
食
っ
て
か
か

っ
て
き
た
。
日
本
は
す
で
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
満
洲
国
と
抱
合
心
中
し
て
お
り
、
「
最
後
の
時
が
来
た
ら
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
ら
う
が
、

デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
で
あ
ら
う
が
潔
く
脱
退
し
て
、
厳
然
た
る
孤
立
日
本
の
姿
を
正
視
す
る
迄
だ
。
扁
岡
部
は
こ
の
よ
う
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

練
を
残
し
、
断
固
た
る
態
度
に
出
な
い
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
首
脳
部
を
批
判
し
た
。

　
一
方
日
本
側
は
、
岡
部
が
東
京
で
政
治
家
と
接
触
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
政
争
の
具
に
す
る
も
の
だ
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
岡
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
、
最
初
か
ら
政
治
問
題
化
す
る
つ
も
り
で
や
っ
て
き
た
と
反
論
し
、
逆
に
日
本
ス

ポ
ー
ツ
界
に
は
び
こ
る
自
由
主
義
を
清
算
せ
よ
と
主
張
し
た
。
日
本
の
名
誉
、
ス
ポ
ー
ツ
の
精
神
を
ま
も
る
た
め
に
は
国
民
外
交
の
尖
端
に
立

つ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
考
慮
せ
ず
に
参
加
す
れ
ば
、
「
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
の
暇
つ
ぶ
し
の
享
楽
」
と
い
わ
れ
て
も
返
す
言
葉

も
な
い
し
、
ダ
ン
ス
の
世
界
選
手
権
に
行
く
選
手
と
ち
が
い
は
な
い
の
で
あ
る
。
岡
部
に
と
っ
て
、
も
は
や
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
れ
自
身
で
正
当
化

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
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戦争・国家・スポーツ（高嶋）

　
『
競
技
と
体
育
』
　
一
九
三
四
年
八
月
号
に
発
表
さ
れ
た
「
俊
英
出
で
よ
！
」
は
満
洲
事
変
後
に
岡
部
が
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌
に
寄
せ
た
最

初
の
文
章
で
、
こ
こ
で
も
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
深
い
憂
慮
が
示
さ
れ
て
い
る
。
～
九
三
〇
年
の
全
国
体
育
主
事
会
議
で
岡
部
は
、
「
強

い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
る
こ
と
な
く
、
普
遍
性
あ
る
体
育
手
段
あ
り
ゃ
？
そ
の
方
法
及
び
国
名
？
」
と
い
う
質
問
を
し
た
。
し
か
し
、
「
時

代
は
そ
の
後
五
年
間
に
一
大
転
換
を
や
っ
た
。
」
い
ま
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
英
米
の
観
念
的
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
す
て
、
国
家
の
統
制
の
下

に
、
国
民
精
神
が
打
ち
込
ま
れ
た
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
ス
ポ
ー
ツ
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
依
る
こ
と
は
当

然
の
前
提
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
岡
部
と
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
と
の
対
立
軸
は
、
英
国
的
ス
ポ
ー
ツ
対
米
国
的
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、
英
米
的
自
由
主

義
ス
ポ
ー
ツ
対
国
家
主
義
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
大
石
峯
雄
は
一
九
三
四
年
の
体
育
思
想
界
を
概
括
す
る
文
章
で
、
こ
の
年
の
体
育
思
想
の
特
徴
の
第
一
と
し
て
「
個
人
的
自
由
主
義
的
体
育

よ
り
、
民
族
的
国
家
的
社
会
的
体
育
へ
の
転
換
」
を
挙
げ
、
外
国
で
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
体
育
を
、
日
本
で
は
岡
部
と
竹
内
一
の
文
章
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
大
石
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
体
育
機
構
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
下
に
構
成
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
国
家
の
安
全
が
保
証
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
っ
て
、
非
常
時
に
は
体
育
も
ま
た
そ
れ
に
対
応
し
た
も
の
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
大
石
は
岡
部
が
否
定
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、
実
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
個
人
主
義
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
方
向
性
に
賛
意
を
示
し
た
。
満
洲
事
変
後
、

日
本
が
国
際
的
に
孤
立
を
深
め
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
ま
す
ま
す
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
が
体
現
す
る
国
際
主
義
）
へ
傾
斜
し
て

い
た
。
そ
ん
な
な
か
に
あ
っ
て
、
岡
部
の
主
張
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
も
の
で
あ
り
、
大
石
が
岡
部
の
文
章
を
取
り
上
げ
た
の
も
そ
の
先
見
性
ゆ

え
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
文
化
工
作
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

　
満
洲
國
参
加
問
題
が
一
段
落
す
る
と
、
岡
部
は
ふ
た
た
び
靴
屋
家
業
に
戻
っ
た
が
、
今
回
の
「
活
躍
」
を
買
わ
れ
た
の
か
、
七
月
一
日
付
で

満
洲
国
文
教
部
よ
り
満
洲
国
体
育
協
会
嘱
託
を
委
嘱
さ
れ
た
。
一
方
、
全
日
本
陸
上
競
技
連
盟
は
七
月
一
八
日
に
岡
部
平
太
の
評
議
員
罷
免
を
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⑮

決
定
し
た
。
理
由
は
極
東
大
会
に
際
し
て
「
連
盟
役
員
と
し
て
内
部
統
綱
を
署
し
た
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
一
一
月
一
六
日
、
『
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

売
新
聞
』
で
岡
部
が
関
東
軍
司
令
部
嘱
託
と
し
て
山
海
関
特
務
機
関
に
配
属
と
な
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
当
時
日
本
軍
は
華
北
五
省
分
離

工
作
を
進
め
て
い
た
が
、
南
京
政
府
に
よ
る
幣
制
改
革
実
施
を
受
け
、
土
肥
原
賢
二
の
主
導
下
で
＝
月
二
五
日
に
翼
東
防
共
自
治
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
山
海
関
特
務
機
関
は
非
武
装
地
帯
各
県
に
日
本
人
顧
問
を
送
り
込
み
、
自
治
政
権
樹
立
へ
の
布
石
と
し
た
。

藻
県
に
顧
問
と
し
て
送
り
込
ま
れ
た
塗
下
平
平
は
、
満
洲
国
治
安
部
で
翼
東
問
題
に
参
画
し
て
い
た
東
亜
同
文
書
院
の
先
輩
鷲
崎
研
太
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
う
け
、
顧
問
の
一
人
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
と
き
の
試
験
宮
は
竹
下
義
晴
大
佐
、
田
中
隆
吉
中
佐
、
今
田
新
太
郎
少
佐
だ
っ
た
と
い
う
。
岡
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

が
こ
の
工
作
に
参
加
し
た
背
景
に
は
、
今
田
新
太
郎
の
推
薦
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
岡
部
は
天
津
で
、
「
翼
東
自
治
政
府
二
十
二
県
の
政
務
長
官
見
た
様
な
行
政
的
立
場
」
に
あ
っ
た
。
し
か
し
二
か
月
半
た
っ
て
岡
部
は
、
「
も

っ
て
生
れ
た
闘
志
は
此
処
で
も
な
か
一
じ
っ
と
し
て
居
れ
ず
或
は
只
今
シ
ヨ
ウ
ケ
ツ
を
極
め
て
居
る
学
生
排
日
思
想
の
爆
破
工
作
に
転
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
転
職
を
示
唆
す
る
手
紙
を
親
友
に
送
っ
た
。
そ
し
て
実
際
、
一
九
三
七
年
二
月
に
「
支
那
駐
屯
軍
司
令
部
勤
務
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

主
と
し
て
北
支
方
面
の
青
年
学
生
思
想
の
動
き
に
関
す
る
任
務
を
担
当
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
岡
部
は
自
ら
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　
　
御
承
知
の
如
き
支
那
全
般
の
対
策
感
情
に
直
面
し
乍
ら
文
化
的
事
業
を
建
設
す
る
こ
と
の
困
難
は
、
実
際
局
に
当
り
直
面
す
る
も
の
に
有
ざ
る
限
り
理
会

　
　
し
能
は
ざ
る
も
の
に
御
座
候
。
幸
ひ
愚
生
ス
ポ
ー
ツ
各
般
に
亘
り
専
門
的
知
識
経
験
を
有
し
候
為
、
現
在
に
於
て
は
主
力
を
そ
の
方
に
注
ぎ
、
運
動
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
け
る
接
触
提
携
を
企
て
居
り
候
処
、
案
外
摩
擦
少
く
、
種
々
の
進
展
状
態
を
呈
し
居
り
候
。

岡
部
は
満
洲
で
の
経
験
か
ら
、
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
い
か
に
根
強
い
も
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
日
本
の
大
陸
進
出
に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な

障
害
を
も
た
ら
す
か
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
た
。
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
が
多
少
な
り
と
も
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
緩

和
す
る
力
が
あ
る
こ
と
も
感
じ
取
っ
て
い
た
。
岡
部
は
持
ち
前
の
行
動
力
を
生
か
し
て
、
す
で
に
前
年
の
三
月
に
輔
仁
大
学
の
蹴
球
・
籠
球
部

を
つ
れ
て
日
本
遠
征
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
「
帰
国
後
彼
等
の
対
日
感
情
は
相
当
の
変
化
を
来
し
、
昨
年
六
月
の
北
平
学
生
デ
モ
に
は

全
校
秘
密
裡
に
会
合
致
し
不
参
加
を
決
義
」
す
る
と
い
う
成
果
が
得
ら
れ
た
。
一
九
三
七
年
春
、
今
度
は
北
寧
鉄
路
体
育
鷺
足
球
隊
を
率
い
て
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日
本
遠
征
を
行
う
べ
く
、
外
務
省
文
化
事
業
部
長
岡
田
兼
一
に
対
し
て
協
力
を
要
請
す
る
べ
く
書
簡
を
送
り
、
そ
の
な
か
で
文
化
工
作
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
大
体
現
在
の
対
支
政
策
に
於
て
経
済
提
携
と
云
ふ
声
は
大
に
し
て
人
々
の
関
心
を
得
居
り
候
へ
共
、
文
化
的
提
携
接
渉
は
更
に
先
行
す
べ
き
に
関
ら
ず
殆

　
　
ん
ど
触
手
を
断
ち
居
る
状
態
に
し
て
痛
憤
致
し
居
り
候
次
第
に
御
座
候
、
往
年
仏
、
独
、
英
、
米
が
支
那
に
進
出
し
た
る
歴
史
を
検
討
す
る
に
宗
教
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
て
先
駆
と
し
宗
教
家
も
亦
国
家
の
意
図
を
慰
み
て
よ
く
国
家
的
前
進
の
旗
手
と
相
成
り
今
日
の
経
済
的
地
盤
を
確
立
致
し
候
。
今
麟
日
本
の
宗
教
家
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
の
迫
力
な
け
れ
ば
愚
生
は
ス
ポ
ー
ツ
を
以
て
彼
等
宗
教
家
の
如
く
真
正
面
よ
り
接
触
打
壊
を
考
へ
居
る
次
第
に
御
座
候
σ

岡
部
は
自
ら
の
役
割
を
帝
圏
主
義
の
先
兵
と
し
て
の
宣
教
師
に
重
ね
合
わ
せ
た
。
宣
教
師
た
ち
が
戦
争
と
信
仰
の
あ
い
だ
に
矛
盾
を
感
じ
な
か

っ
た
よ
う
に
、
岡
部
も
ま
た
中
国
侵
略
の
道
具
と
し
て
（
た
だ
し
、
岡
部
の
意
識
と
し
て
は
、
国
家
の
発
展
の
た
め
に
）
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す
る
こ

と
に
躊
躇
し
な
か
っ
た
。
岡
部
は
ひ
き
続
い
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
言
及
し
、
中
国
は
否
応
な
く
選
手
を
派
遣
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
い
ま
が

「
文
化
的
工
作
と
し
て
我
方
の
最
も
積
極
的
態
度
に
出
ず
べ
き
絶
好
の
時
期
」
だ
と
強
調
し
た
。

　
日
中
戦
争
の
勃
発
は
、
日
「
中
」
間
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
拡
大
さ
せ
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
～
月
、
岡
部
は
『
読
売

新
聞
廓
に
論
説
を
発
表
し
、
「
支
那
の
沢
山
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
達
は
、
新
ら
し
い
政
治
情
勢
の
も
と
に
、
如
何
に
明
朗
な
日
支
乃
至
日
満
の
ス

ポ
ー
ツ
を
期
待
し
て
み
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
け
て
や
る
の
は
薪
ら
し
い
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
重
大
な
使
命
で
は
あ
る
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

か
」
と
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
呼
び
か
け
た
。
天
津
で
は
二
月
に
、
岡
部
が
顧
問
を
し
て
い
た
教
育
局
を
中
心
に
、
体
育
協
会
が
組
織
さ
れ
た
。

新
民
会
天
津
指
導
部
で
も
体
育
会
が
組
織
さ
れ
、
安
田
光
昭
主
事
が
体
育
事
業
を
推
進
し
た
。
安
田
の
最
初
の
仕
事
は
「
抗
日
排
日
意
識
に
燃

え
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
界
の
諸
分
子
を
、
租
界
の
壁
か
ら
誘
い
出
す
こ
と
」
で
、
当
初
は
投
石
を
さ
れ
る
な
ど
苦
労
し
た
が
、
徐
々
に
交
歓
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
の
開
催
に
も
応
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
部
は
「
中
国
」
チ
ー
ム
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
天
津
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

心
に
全
国
的
な
体
育
協
会
結
成
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、
思
わ
ぬ
形
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
早
く
も
一
九
三
七
年
の
陸
連
総
会
で
岡
部
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
陸
上
競
技
代
表
の
コ
ー
チ
に
迎
え
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
い
た
。
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「
岡
部
平
太
氏
は
人
も
知
る
前
回
の
極
東
大
会
問
題
で
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
上
層
部
と
深
刻
な
闘
争
を
行
ひ
、
陸
連
か
ら
も
閉
め
出
し
を

喰
っ
た
筈
の
人
で
あ
っ
た
。
…
…
闘
争
の
方
針
が
、
仮
り
に
常
道
を
踏
み
外
し
て
居
て
も
、
同
氏
の
取
っ
た
も
の
は
ス
ポ
ー
ツ
の
動
向
を
国
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

的
の
ラ
イ
ン
に
添
は
せ
様
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
…
…
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
運
営
と
方
向
は
同
氏
の
喝
破
し
た
如
く
進
行
し
」
た
。

日
中
戦
争
後
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
雰
囲
気
は
一
変
し
、
も
は
や
ス
ポ
ー
ツ
が
政
治
を
超
越
す
べ
き
だ
な
ど
と
声
高
に
叫
ぶ
こ
と
は
で
き
な
く

な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強
化
方
針
に
関
す
る
陸
連
内
部
の
抗
争
も
岡
部
の
就
任
を
後
押
し
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
六
月
、
前
月
に
亡
く
な
っ
た
嘉
納
治
五
郎
の
墓
参
を
兼
ね
て
、
岡
部
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
の
た
め
に
帰
国
し
た
。
陸
連
か
ら
役
員
を
引

き
あ
げ
た
早
稲
田
・
慶
応
の
代
表
は
川
本
信
正
を
派
遣
し
て
岡
部
に
コ
ー
チ
就
任
を
依
頼
、
岡
部
は
野
田
源
三
郎
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
な
ら
と
い
う
条
件
で
了
承
し
た
。
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
か
け
た
華
北
で
の
事
業
を
郷
っ
て
、
あ
れ
ほ
ど
敬
遠
し
て
い
た
日
本
ス
ポ
ー
ツ

界
の
中
枢
に
乗
り
込
む
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
何
故
か
。
岡
部
い
わ
く
、
「
自
分
は
、
元
来
日
本
陸
上
界
に
は
国
内
的
、
或
は
個
人
的
に
恩
讐

両
方
と
も
、
相
当
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
に
関
係
な
く
、
と
に
か
く
日
本
が
負
け
る
と
い
う
こ
と
は
僕
に
は
堪
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
い
こ
と
だ
し
、
こ
れ
は
一
つ
一
つ
身
を
挺
し
て
も
、
こ
の
間
に
立
つ
べ
し
と
考
え
て
見
た
い
の
で
す
。
」
日
本
の
陸
上
陣
は
ベ
ル
リ
ン
で

華
々
し
い
活
躍
を
し
た
が
、
そ
の
わ
ず
か
二
年
後
、
　
部
の
関
係
者
が
今
度
は
一
点
も
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
ほ
ど
の
事
態
に

　
　
　
　
⑳

陥
っ
て
い
た
。
勝
負
師
と
し
て
、
ま
た
愛
国
者
と
し
て
の
岡
部
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
座
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
岡
部
は
天
津
に
戻
り
、
身
辺
を
整
理
し
た
上
で
、
七
月
九
日
に
天
津
を
出
発
、
大
連
に
立
ち
寄
っ
た
。
お
り
し
も
大
連
で
は
日
当
対
抗
競
技

が
開
か
れ
て
お
り
、
岡
部
は
競
技
を
観
戦
し
、
そ
の
ま
ま
日
宇
選
手
団
一
行
と
と
も
に
断
京
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
間
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
権
返
上
が
決
定
し
た
。
岡
部
は
こ
の
知
ら
せ
を
新
京
で
石
原
莞
爾
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
も
い
い
、
あ
る
い
は
奉
天
ま
で
来
て
報
道
に
接
し

　
　
　
　
⑳

た
と
も
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
津
を
引
き
払
っ
た
以
上
、
ひ
と
ま
ず
東
京
へ
行
く
し
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
ち
ょ
う
ど
鬼
が
浄
土
に

来
た
様
な
具
合
」
で
あ
っ
た
。
東
京
で
は
毎
日
文
藝
春
秋
社
へ
い
っ
て
佐
々
木
茂
索
や
菊
池
寛
と
将
棋
を
う
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
菊
池
や

久
米
正
雄
ら
が
群
口
戦
線
に
い
く
と
力
み
だ
し
た
こ
と
か
ら
、
岡
部
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
た
。
本
人
の
言
で
は
「
僕
は
支
那
問
題
の
収
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拾
に
対
し
て
は
た
っ
た
一
つ
点
火
し
た
爆
弾
の
様
な
考
え
を
抱
い
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
こ
れ
～
つ
、
た
だ
こ
れ
一
つ
に
限
る
と
い
う
信
念
を

抱
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
容
れ
ら
れ
る
処
が
な
い
な
ら
ば
上
海
、
感
孚
の
第
一
線
の
小
銃
弾
の
パ
チ
パ
チ
や
る
と
こ
ろ
ま
で
出
る
考
え
で

　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

飛
び
出
し
た
の
で
す
。
」
岡
部
は
九
月
一
〇
日
に
東
京
を
出
て
、
天
津
に
立
ち
寄
り
、
大
迫
機
関
に
身
を
寄
せ
た
。
大
迫
通
貞
は
満
洲
事
変
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
吉
林
特
務
機
関
長
で
、
一
九
三
八
年
当
時
は
大
本
営
付
陸
軍
少
将
と
し
て
、
上
海
の
土
肥
原
の
指
示
に
よ
り
呉
侃
孚
工
作
を
担
当
し
て
い
た
。

　
つ
い
で
立
ち
寄
っ
た
北
京
で
、
「
或
る
偉
い
人
に
会
っ
て
見
た
ら
盛
ん
に
北
京
に
い
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
、
と
う
と
う
そ
の
日
の
中
に
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
き
ま
り
、
大
い
に
や
る
こ
と
を
誓
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
こ
の
「
偉
い
人
」
と
は
中
江
丑
吉
（
中
江
兆
民
の
長
男
）
で
あ
っ
た
。
中
江
は
日
本
の

必
敗
を
確
信
す
る
「
開
明
的
敗
戦
主
義
」
者
で
、
「
北
京
の
城
壁
に
へ
ば
り
つ
い
て
聖
戦
を
白
眼
視
す
る
非
国
民
的
な
ス
ネ
モ
ノ
」
と
し
て
憲

兵
か
ら
マ
ー
ク
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
の
交
遊
範
囲
は
広
く
、
今
田
新
太
郎
を
は
じ
め
日
本
軍
の
将
校
に
も
多
く
の
知
己
が
い
た
。

中
江
は
岡
部
の
「
無
邪
気
な
面
」
が
気
に
入
っ
た
。
中
江
は
誰
に
も
自
分
の
こ
と
を
先
生
と
呼
ば
せ
な
か
っ
た
が
、
岡
部
だ
け
は
例
外
で
あ
っ

⑲た
。
岡
部
の
中
江
に
対
す
る
態
度
は
崇
拝
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
病
床
の
申
江
を
最
後
ま
で
精
神
的
に
、
そ
し
て
経
済
的
に
支
え
た
。

　
　
そ
の
一
週
間
に
一
晩
だ
け
は
〔
毎
週
土
曜
日
に
中
江
宅
に
弟
子
た
ち
が
呼
ば
れ
て
雑
談
し
た
〕
、
魂
（
た
ま
し
い
）
全
部
が
洗
い
清
め
ら
れ
た
す
が
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

　
　
し
さ
で
、
一
里
近
い
夜
の
北
京
の
街
を
歩
い
て
、
西
単
の
辛
寺
胡
同
の
隠
裏
ま
で
車
に
も
乗
ら
ず
少
年
の
様
な
浮
々
と
し
た
気
持
で
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
中
江
先
生
が
生
き
て
お
ら
れ
る
限
り
自
分
で
は
北
京
を
去
ら
な
い
と
心
に
き
め
て
い
た
。

　
か
く
て
偶
然
の
成
り
行
き
か
ら
、
岡
部
は
再
び
華
北
で
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
と
り
く
む
こ
と
と
な
っ
た
。
岡
部
は
挨
拶
状
の
な
か
で
次
の
よ

う
に
そ
の
経
過
を
説
明
し
た
。

　
　
そ
の
後
、
国
民
体
育
の
諸
問
題
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
機
構
の
改
革
、
武
道
の
刷
新
等
に
関
し
懐
抱
す
る
意
見
も
多
少
有
之
試
し
も
、
全
時
局
を
大
観
致
し
、

　
　
大
陸
作
戦
の
一
部
に
直
接
参
画
す
る
こ
と
を
以
て
こ
の
際
に
於
け
る
小
生
の
本
務
な
り
と
考
へ
、
九
月
中
旬
渡
支
再
び
軍
務
に
精
励
致
す
こ
と
と
相
成
申

　
　
　
◎

　
　
震
。

　
　
イ
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第
三
節
　
占
領
地
ス
ポ
ー
ツ
の
理
想
と
現
実

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
幻
と
消
え
、
目
標
を
失
っ
た
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
次
な
る
事
業
と
し
て
、
日
本
、
満
洲
国
、
「
中
華
」
三
国
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
国
際
競
技
会
を
計
画
し
、
一
九
三
九
年
九
月
に
日
満
華
交
腱
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
京
で
は
四
月
～
日
に
「
国
際
田

螺
訓
練
班
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
大
会
に
向
け
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。
二
月
に
国
立
師
範
学
院
体
育
史
教
授
に
就
任
し
た
岡
部
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
の
訓
練
班
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
チ
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
岡
部
は
中
国
代
表
の
総
監
督
就
任
を
要
請
さ
れ
る
。

　
　
こ
の
た
び
の
中
田
満
運
動
会
華
北
代
表
隊
は
も
と
も
と
中
国
人
の
団
体
で
あ
り
、
わ
た
し
は
最
初
監
督
に
な
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
い
ま
望
ん
で
監
督

　
　
と
な
っ
た
の
は
、
一
一
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一
、
私
は
中
国
、
日
本
、
満
洲
三
国
の
体
育
界
の
状
況
に
最
も
通
じ
て
い
る
。
二
、
今
回
の
大
会
の
目
的
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
東
亜
新
秩
序
を
建
設
し
、
中
日
満
の
青
年
が
手
を
取
り
合
う
の
を
促
す
こ
と
に
あ
る
。

　
六
月
末
、
大
日
本
体
育
協
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
帰
国
す
る
途
中
、
岡
部
は
新
聞
記
者
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
わ
れ
く
の
方

針
は
原
則
と
し
て
北
支
青
年
の
み
で
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
ゆ
か
う
と
い
ふ
の
で
在
北
支
の
日
本
人
の
ス
ポ
ー
ツ
は
又
別
個
に
考
へ
て
る
る
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

う
に
上
る
意
義
を
感
じ
て
み
る
。
」
岡
部
の
発
言
が
、
「
多
民
族
」
を
売
り
物
に
す
る
満
洲
国
チ
ー
ム
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
岡
部
は
日
本
人
選
手
（
そ
の
多
く
は
か
っ
て
日
本
の
大
学
で
活
躍
し
た
選
手
）
に
牛
耳
ら
れ
て
い
る
満
洲
国
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
批

判
的
だ
っ
た
。
東
亜
新
秩
序
へ
の
期
待
や
満
州
国
へ
の
批
判
に
は
石
原
莞
爾
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。
岡
部
と
石
原
の
関
係
が
い
つ
ご
ろ
始
ま

っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
岡
部
が
自
分
を
指
導
感
化
し
た
人
物
と
し
て
禅
の
師
匠
で
あ
る
大
休
老
師
、
ス
タ
ッ
グ
博
士
、
中
江
丑
吉
と
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

原
莞
爾
の
四
人
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
岡
部
は
北
京
に
戻
る
前
、
舞
鶴
に
石
原
を
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ね
た
。
石
原
の
日
記
に
は
岡
部
が
「
大
迫
氏
ノ
使
ト
シ
テ
」
来
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
～
九
三
九
年
九
月
一
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
戦
線
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
そ
の
日
、
満
洲
国
の
国
都
新
京
で
日
戸
華
交
霊
競
技
大
会
が
開
催
さ
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れ
た
。
大
会
終
了
後
、
岡
部
は
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
　
競
技
そ
の
も
の
・
質
的
検
討
よ
り
も
、
更
に
高
度
な
る
政
治
的
視
野
に
立
っ
て
考
へ
れ
ば
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
る
…
…
東
亜
青
年
の
堅
き
結
合
を
築

　
　
き
得
た
と
云
ふ
感
は
お
互
ひ
に
三
国
青
年
の
胸
奥
に
響
く
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
…
…
北
支
に
居
て
見
聞
し
て
居
る
と
所
謂
東
亜
新
秩
序
の
名
に
於
て
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
本
か
ら
各
種
の
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
居
る
が
、
最
も
堅
実
な
青
年
層
の
糞
溜
融
合
の
機
会
と
し
て
こ
の
企
て
の
将
来
の
発
展
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

日
満
華
交
朧
競
技
大
会
は
日
本
の
一
方
的
勝
利
に
お
わ
り
、
競
技
的
に
は
興
味
の
薄
い
大
会
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
岡
部
は
そ
の
政
治
的
意
義

に
つ
い
て
、
な
お
楽
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
四
〇
年
六
月
に
日
本
で
開
か
れ
た
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
東
亜
競
技
大
会
の
後
に
な
る
と
、

岡
部
の
文
章
か
ら
楽
観
的
な
言
葉
は
消
え
る
。

　
　
現
在
の
中
華
民
国
は
政
治
的
に
何
ら
体
育
的
体
制
を
整
え
て
い
な
い
。
…
…
そ
れ
を
以
て
主
催
者
が
企
図
す
る
東
亜
共
同
体
、
若
く
は
共
栄
圏
の
一
翼
と

　
　
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
計
画
全
体
の
根
本
的
錯
誤
が
伏
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
抽
象
的
、
観
念
的
な
東
亜
協
同
体
論
、
共
栄
論
も
具

　
　
体
的
問
題
に
打
突
か
る
と
き
常
に
こ
れ
と
同
様
の
難
閣
に
逢
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
あ
る
。
体
育
と
い
っ
て
も
所
詮
は
政
治
に
附
い
て
動
い
て
行
く
。

　
　
体
育
に
よ
っ
て
政
治
が
動
く
性
質
の
も
の
で
な
い
。
共
栄
圏
体
育
の
確
立
と
い
う
問
題
も
ま
た
従
っ
て
共
栄
圏
政
治
の
抽
象
的
理
念
が
具
体
化
す
る
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
お
い
て
初
め
て
具
体
性
を
も
っ
て
来
る
。

日
満
塁
交
馳
競
技
大
会
と
東
亜
競
技
大
会
は
、
東
亜
新
秩
序
、
共
栄
圏
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
虚
構
性
を
際
立
た
せ
る
だ
け
の
結
果
に
終
わ

っ
た
。
本
当
の
意
味
で
の
「
共
栄
」
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
東
亜
全
体
が
力
を
つ
け
な
い
こ
と
に
は
達
成
さ
れ
な
い
。
岡
部
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
に
は
ま
ず
「
純
粋
の
満
洲
国
人
（
日
本
か
ら
行
っ
た
者
で
は
な
い
）
と
申
国
人
の
実
力
が
充
実
し
て
来
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
華
北
で
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
も
岡
部
の
思
い
ど
お
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
日
中
間
の
対
立
に
加
え
、
日
本
人
同
士
の
対
立
も
あ
っ
た
。
華
北

ス
ポ
ー
ツ
界
の
中
心
機
構
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
七
月
に
組
織
さ
れ
た
新
民
会
首
都
指
導
部
体
育
会
で
あ
る
。
岡
部
は
そ
の
事
業
に
関

し
て
、
「
近
来
体
育
と
か
ス
ポ
ー
ツ
が
一
つ
の
行
政
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
関
係
か
ら
往
々
内
容
的
に
空
虚
な
大
会
が
開
催
さ
れ
勝
ち
と
な
る
。

…
…
内
容
が
空
虚
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
の
会
に
と
っ
て
は
殆
ん
ど
致
命
的
の
も
の
で
あ
る
」
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。
岡
部
は
国
策
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に
あ
わ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
否
定
し
た
が
、
国
策
に
沿
っ
て
い
て
も
内
実
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
は
、
こ
れ
ま
た
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
中

華
民
国
の
ス
ポ
ー
ツ
が
発
展
し
な
い
の
は
、
岡
部
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
日
本
か
ら
満
洲
な
り
中
国
な
り
の
体
育
を
や
り
に
来
る
も
の
が
み
ん
な

揃
っ
て
体
育
行
政
官
気
取
り
で
事
に
臨
む
」
か
ら
で
あ
り
、
「
大
陸
へ
来
て
功
を
焦
っ
て
み
る
日
本
人
に
特
に
そ
の
傾
向
が
甚
し
」
か
っ
た
。

い
ま
必
要
と
さ
れ
る
の
は
「
行
詰
っ
て
し
ま
っ
た
行
政
化
か
ら
も
う
一
度
実
際
化
へ
、
机
の
上
か
ら
運
動
場
へ
、
出
直
し
て
見
る
こ
と
」
で
あ

　
⑲つ

た
。
新
民
会
首
都
指
導
部
体
育
会
の
菅
井
浩
主
事
は
日
本
体
育
会
体
操
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
全
く
無
名
の
人
物
で

あ
っ
た
。
菅
井
は
日
満
貫
大
会
が
終
わ
っ
て
二
か
月
も
た
た
ず
し
て
、
北
京
を
去
っ
た
。
経
理
面
で
の
不
正
が
理
由
と
い
う
。
菅
井
の
後
任
に

は
岡
じ
く
日
本
体
育
会
体
操
学
校
出
身
の
安
田
光
昭
が
就
任
し
た
。
安
田
は
、
菅
井
ら
体
育
工
作
部
門
の
日
本
人
た
ち
が
「
日
本
人
は
優
秀
で
、

中
国
人
は
劣
等
だ
、
優
秀
な
も
の
が
劣
等
な
も
の
を
指
導
す
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
観
念
で
す
べ
て
を
律
し
よ
う
」
と
し
て
い
る
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

み
て
、
激
し
い
憤
り
を
感
じ
た
と
い
う
。
安
田
は
岡
部
を
師
と
仰
ぎ
、
岡
部
と
同
様
に
中
江
と
石
原
か
ら
強
く
感
化
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　
一
九
四
〇
年
＝
月
五
日
、
新
民
体
育
協
会
が
華
北
体
育
協
会
に
改
組
さ
れ
、
新
民
会
の
内
部
組
織
か
ら
華
北
政
務
委
員
会
教
育
公
署
の
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

督
下
に
あ
る
「
名
実
共
に
華
北
に
於
け
る
体
育
運
動
競
技
の
総
合
指
導
機
関
」
へ
と
拡
大
し
た
。
同
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
天
津
・
北
京
間

の
駅
伝
で
は
、
中
盤
か
ら
日
本
入
チ
ー
ム
と
北
京
の
中
学
生
チ
ー
ム
が
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
、
勝
敗
は
ゴ
ー
ル
の
直
前
ま
で
も
つ
れ
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ん
だ
。
中
国
人
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
日
本
入
と
本
当
の
意
味
で
張
り
合
う
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
は
、
岡
部
に
大
い
な
る
感
銘
を
与
え
た
。
ま

た
一
九
四
一
年
七
月
に
青
島
で
開
催
さ
れ
た
華
北
都
市
交
騨
体
育
大
会
も
岡
部
に
希
望
を
与
え
た
。
今
回
は
じ
め
て
日
本
人
の
参
加
が
許
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
岡
部
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
「
吾
々
ス
ポ
ー
ツ
人
に
と
っ
て
は
理
念
的
に
屡
々
口
に
さ
れ
て
来
た
日
華
の
真
の
提
携
、
薪
東
亜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

建
設
へ
の
具
体
的
な
足
取
り
を
此
処
に
見
出
し
た
様
な
興
奮
さ
へ
覚
え
」
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
歓
び
も
っ
か
の
間
に
終
わ
る
。
八

月
に
開
か
れ
た
華
北
体
育
協
会
理
事
会
で
、
日
本
人
理
事
は
華
北
運
動
会
へ
の
日
本
人
参
加
を
求
め
た
が
、
中
国
人
理
事
は
「
純
粋
に
中
華
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
華
北
の
体
育
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
中
国
側
だ
け
で
開
催
す
る
」
と
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
日
中
間
の
溝
は
簡

単
に
埋
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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こ
れ
と
前
後
し
て
、
一
九
四
一
年
の
春
ご
ろ
か
ら
岡
部
は
博
士
論
文
「
黄
河
流
域
地
帯
に
お
け
る
漢
民
族
体
力
の
形
態
学
的
測
定
」
の
執
筆

　
　
　
　
⑰

を
開
始
す
る
。
そ
の
動
機
は
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
「
日
本
入
の
体
力
」
の
研
究
と
の
比
較
材
料
を
求
め
て
い
た
こ
と
、
当
時
新
文
化
建
設

大
東
亜
共
栄
圏
建
設
と
い
う
標
語
の
も
と
で
日
中
間
の
文
化
の
調
整
が
企
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
新
民
会
か
ら
、
河
南
、
山
西
出
身
の

ク
ー
リ
ー
が
山
東
出
身
の
ク
ー
リ
ー
に
体
力
面
で
劣
る
こ
と
に
つ
い
て
の
調
査
依
頼
を
受
け
た
こ
と
、
長
く
中
国
に
い
て
一
度
は
漢
民
族
の
体

力
測
定
を
し
た
い
と
念
願
し
て
い
た
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
石
原
莞
爾
の
思
想
的
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
岡
部
は
、
今
後
の
戦
争
が
国
家
総
力
戦
の
形
を
と
り
、
兵
士
だ
け
で
は
な
く
国
民
全
体
の
体

力
の
問
題
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
日
本
人
の
体
力
不
足
は
眼
を
覆
う
ば
か
り
で
、
「
如
何
な
る
測
定
に
お
い
て
も

漢
民
族
の
体
力
の
優
位
は
し
の
ぎ
難
く
」
、
満
洲
に
お
い
て
日
本
人
と
中
国
人
が
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
場
合
、
「
日
本
人
は
こ
と
ご
と
く
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

職
場
か
ら
敗
北
し
、
生
活
戦
線
か
ら
後
退
」
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
日
本
軍
の
戦
力
に
直
接
影
響
す
る
ば
か
り
か
、
日
本
民
族

の
優
秀
性
と
い
う
前
提
を
脅
か
す
点
で
、
中
国
に
お
け
る
日
本
人
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
正
当
性
の
根
幹
に
も
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
企
て
に
は
、
東
亜
新
秩
序
や
大
東
亜
共
栄
圏
と
い
っ
た
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
文
化
的
に
実
体
化
す
る
と
い
う
政
治
的
目
的

が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
「
文
化
建
設
」
を
論
じ
た
藤
井
祐
介
は
「
山
薬
支
」
を
中
心
と
す
る
東
金
文
化
建
設
と
南
方
を
も
含
む
大
東
亜
文
化
建

設
を
区
別
し
、
前
者
が
五
族
協
和
や
王
遵
政
治
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
反
映
し
、
後
者
は
皇
民
化
に
よ
る
異
民
族
統
治
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た

　
　
⑳

と
す
る
。
岡
部
が
目
指
し
た
の
は
前
者
で
あ
り
、
石
原
莞
爾
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。
～
九
四
〇
年
の
東
亜
競
技
大
会
開
催
を
前
に
し
て
、
岡

部
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
大
日
本
体
協
が
考
へ
て
る
る
ブ
イ
リ
ツ
ピ
ン
や
、
仏
領
印
度
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
働
き
か
け
る
等
の
こ
と
は
未

だ
見
合
せ
た
い
、
そ
れ
は
吾
々
の
興
亜
と
い
ふ
観
念
か
ら
か
な
り
離
れ
て
み
る
し
現
在
の
興
亜
院
の
職
務
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
か
ら
だ
。
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

域
的
に
は
狭
く
な
る
が
大
会
の
意
義
か
ら
い
っ
て
そ
の
方
が
明
瞭
で
あ
り
徹
底
的
で
あ
る
と
思
ふ
。
」
対
象
地
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に
対
す
る

と
ま
ど
い
は
、
「
日
課
支
」
で
さ
え
な
お
実
体
化
に
は
ほ
ど
遠
い
と
考
え
て
い
た
岡
部
に
と
っ
て
当
然
の
反
応
で
あ
っ
た
。

　
一
九
四
　
年
一
二
月
八
日
、
岡
部
は
ラ
ジ
オ
で
宣
戦
の
詔
を
聞
く
。
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⑫

　
　
あ
・
遂
に
時
は
来
た
れ
り
わ
れ
も
ま
た
こ
の
戦
ひ
に
征
か
ん
と
思
ふ

岡
部
は
こ
の
直
前
、
東
京
で
戦
争
の
阻
止
を
試
み
て
い
た
が
、
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
岡
部
は
こ
の
日
以
後
、
非
戦
論
者
、
敗
戦
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

者
と
は
交
わ
り
を
絶
っ
た
。
「
国
家
が
一
た
び
そ
の
存
亡
さ
え
も
賭
し
て
戦
争
を
決
意
し
て
宣
戦
し
た
以
上
、
国
民
は
そ
れ
に
殉
ず
べ
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
、
国
民
と
し
て
の
当
然
で
あ
り
最
高
の
義
務
だ
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
尊
敬
す
る
石
原
莞
爾
を
は
じ
め
、
多
く
の
日
本
人
が
と
っ
た

行
動
で
も
あ
っ
た
。

　
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
は
岡
部
に
新
た
な
希
望
を
与
え
た
。
岡
部
が
中
国
で
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
常
に
頭
を
悩
ま
し
て

き
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
も
つ
「
外
来
性
」
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
つ
ね
に
英
米
文
化
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
支
那
事
変
以
前
、

い
わ
ゆ
る
新
中
国
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
中
堅
知
識
層
に
於
て
は
、
日
本
文
化
の
全
面
に
対
し
て
皮
相
な
観
察
を
下
し
、
日
本
文
化
を
以
て

模
倣
文
化
と
見
な
し
、
ひ
た
す
ら
独
断
的
、
一
方
的
で
あ
る
米
英
文
化
に
追
随
し
、
そ
の
徒
ら
な
る
直
接
模
倣
を
以
て
日
本
文
化
を
見
下
し
、

以
て
得
々
た
る
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
筆
者
は
長
ら
く
蔑
視
し
な
が
ら
も
堪
え
て
来
た
。
」
対
英
米
宣
戦
後
、
一
方
で
欧
米
を
ア
ジ
ア
か
ら

駆
逐
す
る
戦
争
を
行
い
つ
つ
、
一
方
で
欧
米
的
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
す
る
こ
と
の
矛
盾
は
い
っ
そ
う
拡
大
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
日
本
が
こ
れ

か
ら
の
民
族
の
膨
張
発
展
に
相
応
し
い
独
自
の
体
育
を
創
造
す
る
ま
た
と
な
い
…
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
　
日
本
体
育
界
が
既
に
世
界
各
国
の
ま
た
世
界
各
時
代
の
特
徴
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
吸
収
し
尽
し
咀
畏
し
て
い
た
こ
と
は
、
何
ら
の
天
佑
で
あ
り
天
恵
で
あ

　
　
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
吾
々
は
既
に
敵
国
、
米
、
英
の
体
育
界
の
事
情
す
ら
殆
ん
ど
我
が
国
の
体
育
界
同
様
に
之
を
知
り
尽
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
や

　
　
が
て
来
る
べ
き
日
本
民
族
の
膨
張
発
展
に
際
し
て
の
誤
り
な
き
体
育
設
計
は
、
か
か
る
日
本
体
育
界
に
し
て
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
や
日
本
体
育
は
そ
の
あ
ら
ゆ
る
過
去
を
素
材
と
し
て
偉
大
、
雄
渾
な
る
　
大
創
造
の
試
練
の
前
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
感
ず
る
。

　
し
か
し
事
態
は
岡
部
の
お
も
う
よ
う
に
は
推
移
し
な
か
っ
た
。
～
九
四
～
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
、
岡
部
は
博
士
論
文
の
調
査
・
執

筆
の
た
め
北
京
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
と
く
に
一
九
四
二
年
の
後
半
は
ず
っ
と
日
本
に
い
た
。
岡
部
は
な
お
華
北
体
育
協
会
顧
問

と
し
て
華
北
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
関
与
を
続
け
る
が
、
実
質
的
な
主
導
権
は
華
北
教
育
総
署
の
重
松
竜
覚
や
水
川
清
一
と
い
っ
た
人
び
と
に
移
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⑯

っ
て
い
た
。
彼
ら
は
教
育
行
政
家
で
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
華
北
で
は
親
善
の
名
の
下
に
場
当
た
り
的
に
競
技
会
が

開
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
岡
部
が
求
め
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
が
戦
争
に
従
属
す
る
の
は
、
両

者
の
目
的
が
～
致
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
た
ん
に
戦
争
に
奉
仕
す
る
だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
岡
部
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
軍
は
文
化
工
作
に
冷
淡
で
あ
り
、
岡
部
の
理
想
は
現
実
の
前
に
打
ち
く
だ
か
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
岡
部
は

徐
々
に
ス
ポ
ー
ツ
の
表
舞
台
か
ら
身
を
引
い
た
。
一
九
四
四
年
、
息
子
の
平
一
は
そ
の
日
記
に
こ
う
記
し
た
。
「
社
会
か
ら
政
治
活
動
か
ら
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
引
い
た
父
の
姿
、
或
い
は
雌
伏
十
年
一
剣
を
磨
く
父
の
姿
、
い
ず
れ
で
も
よ
ろ
し
い
。
父
は
依
然
岡
部
平
太
な
り
。
」

　
一
九
四
五
年
～
月
、
小
磯
国
昭
首
相
に
直
醤
す
べ
く
東
京
に
向
か
う
。

　
　
国
護
る
必
殺
の
剣
は
立
ち
向
ふ
世
の
お
き
て
さ
へ
踏
み
に
じ
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

岡
部
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、
小
磯
首
相
と
の
面
会
を
果
た
し
、
参
謀
本
部
、
陸
軍
省
な
ど
で
も
意
見
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
岡
部

は
東
京
で
何
を
訴
え
た
の
か
。
中
江
や
石
原
の
影
響
を
受
け
た
岡
部
は
、
日
本
の
敗
戦
を
予
想
し
て
い
た
。
国
を
護
る
に
は
、
国
が
滅
ぶ
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

戦
争
を
終
結
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
思
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
に
、
一
九
三
八
年
九
月
、
一
九
四
一
年
一
一
月
に
続
い
て
三
度
目

の
試
み
で
あ
っ
た
。
で
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
平
一
が
海
軍
航
空
隊
を
志

願
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
息
子
を
救
う
に
は
、
戦
争
の
早
期
終
結
し
か
な
か
っ
た
。
息
子
が
米
艦
に
体
当
た
り
す
る
前
に
、
岡
部

は
日
本
の
政
府
に
体
当
た
り
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
め
ざ
ま
し
く
体
当
た
り
せ
む
神
風
の
一
機
の
如
く
わ
れ
も
旅
往
く

岡
部
は
東
京
か
ら
北
京
に
も
ど
る
途
中
、
元
山
航
空
隊
に
い
た
息
子
に
会
う
。
こ
の
日
の
出
来
事
を
平
一
は
日
記
に
こ
う
記
す
。
「
今
ま
で
一

度
と
し
て
自
分
の
意
見
が
通
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
、
今
日
の
父
は
、
自
分
の
説
く
と
こ
ろ
の
悉
く
に
耳
を
傾
け
、
大
賛
成
し
て
呉
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
は
嬉
し
か
っ
た
、
と
同
時
に
淋
し
い
気
も
し
た
。
…
…
父
の
情
に
触
れ
る
の
は
今
日
が
最
初
で
恐
ら
く
は
最
後
か
も
知
れ
な
い
。
」
そ
の
言

葉
は
現
実
と
な
る
。
十
日
後
、
平
一
は
神
風
特
攻
隊
員
に
選
ば
れ
る
。
一
九
四
五
年
四
月
、
平
一
は
特
攻
隊
員
と
し
て
出
撃
し
、
戦
死
す
る
。
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享
年
二
二
歳
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
召
さ
る
れ
ば
吾
が
子
に
あ
ら
じ
皇
国
の
　
空
の
護
り
の
神
と
御
が
む

も
は
や
我
が
子
で
は
な
い
、
と
自
分
に
奮
い
聞
か
せ
る
そ
の
姿
に
、
そ
れ
を
認
め
た
く
な
い
父
親
の
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
六
月
、
岡
部

は
「
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
悲
惨
な
運
命
を
考
え
た
り
、
神
風
特
攻
隊
を
や
っ
て
の
け
た
伜
の
冥
福
を
祈
る
気
持
ち
で
、
二
十
数
年
間
の
大
陸
生

活
を
切
り
上
げ
」
、
故
郷
福
岡
に
引
き
揚
げ
た
。
こ
う
し
て
岡
部
は
失
意
の
う
ち
に
敗
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
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①
　
　
「
美
し
く
甦
る
”
異
境
の
友
情
”
も
う
一
度
中
国
へ
」
州
夕
刊
フ
ク
ニ
チ
隔
　
一

　
九
闘
七
年
八
月
二
七
日
（
厨
義
弘
氏
提
供
）
。

②
　
　
『
満
洲
日
報
臨
　
｝
九
三
二
年
…
月
＝
一
日
。

③
『
申
報
漏
…
九
三
…
年
一
〇
月
二
八
、
二
九
日
、
＝
月
詣
、
八
日
。

④
　
小
林
龍
夫
、
島
蔭
俊
彦
編
『
満
洲
事
変
隔
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
、
二
七

　
…
1
二
七
二
頁
。

⑤
　
門
美
し
く
甦
る
”
異
境
の
友
情
”
も
う
｝
越
中
圏
へ
」
。
そ
の
後
の
歴
史
は
彼

　
ら
二
人
を
歴
史
の
主
流
か
ら
押
し
の
け
た
。
西
安
事
件
で
一
躍
国
民
的
英
雄
と
な

　
つ
た
張
学
良
と
は
対
照
的
に
、
国
民
党
の
将
軍
と
し
て
日
中
戦
争
、
国
共
内
戦
を

　
戦
っ
た
鵬
庸
は
、
現
在
大
陸
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。

⑥
宮
畑
虎
彦
「
岡
部
さ
ん
…
そ
の
片
鱗
」
（
鞘
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
臨
三
四

　
四
一
三
陽
五
頁
）
。

⑦
岡
部
平
太
「
”
満
洲
体
育
”
改
造
論
」
（
上
）
」
『
満
洲
日
報
輪
一
九
三
四
年
～
月

　
一
日
。

⑧
『
満
洲
日
報
臨
　
九
三
四
年
一
且
三
臼
、
二
月
一
日
。
詳
細
は
拙
稿
「
「
満

　
洲
国
」
の
誕
生
と
極
東
ス
ポ
ー
ツ
界
の
再
編
」
『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
臨

　
第
四
七
号
、
二
〇
〇
八
年
王
月
を
参
照
。

⑨
『
満
洲
日
報
臨
一
九
三
四
年
二
月
　
五
日
、
『
東
京
日
日
新
聞
隔
　
九
三
四
年

　
三
n
月
一
九
日
。
満
一
罪
帝
圏
軋
双
由
肘
編
『
満
〃
洲
建
国
十
年
史
冊
原
書
｝
房
、
　
　
九
六
九
年
、

　
八
九
五
頁
。

⑩
馴
満
洲
日
報
隔
一
九
三
四
年
二
月
＝
篇
B
。

⑪
　
　
『
満
洲
日
報
臨
【
九
三
四
年
二
月
一
六
日
。
こ
の
と
き
大
連
で
は
亜
細
亜
民
族

　
大
会
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
満
洲
体
育
協
会
の
要
望
を
受
け
て
、
マ
ニ
ラ
の
副
総

　
督
と
日
本
の
文
部
大
臣
に
「
本
年
マ
ニ
ラ
に
於
て
開
催
せ
ら
る
べ
き
極
東
オ
リ
ム

　
ピ
ッ
ク
大
会
に
満
洲
園
体
育
協
会
選
手
を
参
加
せ
し
め
る
や
う
特
に
御
斡
旋
あ
ら

　
ん
こ
と
を
望
む
」
と
の
電
報
を
う
つ
決
議
を
お
こ
な
っ
た
（
『
満
洲
日
報
魅
一
九

　
王
四
年
二
月
一
一
、
一
二
日
）
。

⑫
『
満
洲
建
国
十
年
史
』
八
九
六
頁
。

⑬
「
手
鑓
の
活
躍
を
な
し
た
」
岡
部
な
し
に
は
こ
の
「
成
功
」
は
な
か
っ
た
だ
ろ

　
う
と
、
噸
満
洲
日
報
臨
　
　
九
三
四
年
忌
月
一
〇
目
は
指
摘
し
て
い
る
。

⑭
岡
部
平
太
「
満
洲
国
の
極
東
大
会
参
加
真
相
」
『
満
洲
日
報
』
一
九
三
四
年
三

　
月
一
三
日
一
【
五
日
。
当
時
、
日
本
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
運
動
の
最
中
で

　
あ
っ
た
。

⑮
『
読
売
新
聞
輪
　
九
三
四
年
七
月
四
目
、
『
東
京
朝
日
新
聞
駄
一
九
三
四
年
七

　
月
一
九
日
。

⑯
ま
た
、
岡
部
平
太
「
襖
別
の
辞
」
『
体
育
と
競
技
睡
第
一
四
巻
第
＝
号
を
参

　
照
。

⑰
広
中
一
成
「
翼
東
防
共
自
治
委
員
会
及
び
翼
束
防
共
自
治
政
府
の
成
立
過
程
に
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つ
い
て
の
一
考
察
」
『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第
｝
二
八
号
、
二
〇

　
〇
六
年
九
月
。

⑱
中
下
魁
平
噸
我
が
転
々
人
生
記
輪
大
雄
社
、
一
九
八
五
年
、
五
三
頁
。

⑲
陶
部
自
筆
の
履
歴
書
（
厨
義
弘
氏
提
供
）
に
は
、
「
関
東
軍
参
謀
部
の
推
薦
を

　
受
け
就
任
し
た
」
と
記
す
。

⑳
岡
部
平
太
「
江
口
次
良
宛
て
書
簡
」
一
九
三
六
年
一
月
｝
二
日
付
（
厨
義
弘
氏

　
提
供
）

⑳
　
華
北
に
お
け
る
軍
政
工
作
は
当
初
関
東
軍
主
導
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
三

　
六
年
初
頭
、
陸
軍
中
央
部
は
関
東
軍
か
ら
そ
の
権
限
を
奪
い
、
支
那
駐
屯
軍
の
手

　
に
移
し
た
（
「
第
一
次
北
支
処
理
要
網
扁
『
現
代
史
資
料
⑧
　
日
出
戦
争
（
一
）
臨

　
み
す
ず
書
房
、
～
九
六
四
年
、
三
五
〇
頁
）
。

⑫
　
岡
部
平
太
「
岡
田
対
支
文
化
嶺
業
部
長
宛
て
書
簡
」
～
九
三
七
年
三
月
二
六
巳
、

　
』
》
O
》
”
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
刃
①
｛
■
し
d
O
O
O
一
α
刈
G
Q
G
◎
鳴
O
O
、
華
北
学
生

　
運
動
選
手
（
岡
部
平
太
指
導
）
昭
湘
十
二
年
四
月
（
ニ
ー
三
画
合
目
）
。

㊧
　
』
》
0
》
一
国
Φ
瞥
b
d
8
0
一
躍
ω
。
。
8
0
（
四
…
五
画
数
目
）
。

⑳
　
岡
部
平
太
「
中
華
民
国
ス
ポ
ー
ツ
界
の
将
来
」
魍
読
売
新
聞
㎞
　
｝
九
三
八
年
～

　
月
一
三
日
。

㊧
　
隅
部
の
肩
書
は
彼
自
身
に
よ
れ
ば
「
私
は
中
国
側
の
天
津
市
政
府
の
教
育
顧
問

　
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
時
中
国
の
文
化
機
関
に
就
任
し
て
い
る
も
の

　
は
、
全
部
漏
本
大
使
館
に
で
は
な
く
、
天
津
軍
司
令
部
の
管
下
に
軍
属
と
し
て
配

　
属
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
（
噛
コ
～
チ
五
〇
年
』
三
四
頁
）
。

⑳
　
安
田
光
昭
「
私
の
歩
ん
だ
道
（
＝
と
『
B
本
海
萩
聞
㎏
一
九
八
六
年
四
月
一

　
一
日
。

⑳
　
　
『
（
北
京
）
新
昆
報
隔
皿
九
三
八
年
五
月
四
日
。
は
や
く
も
｝
九
三
八
年
三
月

　
二
四
日
『
読
売
新
聞
島
に
「
支
那
」
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
を
希
望
し
て
い
る

　
と
の
報
道
が
あ
る
。

⑱
　

「
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
」
圃
陸
上
田
本
』
第
八
四
号
、
　
一
九
三
八
年
一
月
。

⑳
　
　
欄
コ
ー
チ
五
〇
細
田
三
㎜
1
三
一
二
頁
。

⑳
　
　
咽
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
隔
八
六
頁
。

⑳
　
　
『
コ
ー
チ
五
〇
年
臨
三
二
頁
。

⑫
　
潤
部
平
太
「
北
京
雑
信
扁
噸
体
育
と
競
技
撫
第
｝
七
巻
第
～
一
号
、
一
九
三
八

　
年
＝
月
、
同
「
コ
ー
チ
論
」
『
体
育
科
教
育
』
昭
和
二
九
年
九
月
号
。

⑳
　
内
闇
情
報
部
と
陸
海
軍
当
局
の
企
画
で
、
漢
口
攻
略
を
前
に
二
二
名
の
文
芸
家

　
が
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
中
国
に
送
り
込
ま
れ
た
。
菊
池
、
久
米
の
ほ
か
、

　
佐
藤
春
夫
、
吉
川
英
治
、
吉
尾
儒
子
ら
が
い
た
。

⑭
　
岡
部
平
太
「
北
京
雑
信
」
。

⑳
　
安
田
光
昭
門
私
の
歩
ん
だ
道
（
一
二
）
漏
明
日
本
海
薪
開
蝋
　
一
九
八
六
年
四
月
一

　
二
日
。

⑳
　
耀
合
貞
吉
糊
あ
る
革
命
家
の
圓
想
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
三
年
、
二
七
四

　
頁
。

⑳
　
ジ
ョ
シ
ユ
ア
・
A
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
著
、
阪
谷
芳
直
訳
明
中
江
丑
吉
と
中
国
一

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
生
と
学
問
盛
岩
波
書
店
、
｝
九
九
二
年
、
｝
七
九
頁
。

⑳
　

隅
コ
ー
チ
五
〇
年
飴
三
一
－
三
五
頁
。

⑲
　
阪
谷
芳
直
「
老
北
京
の
颪
影
」
阪
谷
芳
直
、
鈴
木
正
編
『
中
江
丑
吉
の
人
問
像

　
－
兆
民
を
継
ぐ
も
の
瞼
風
怪
獣
、
一
九
七
〇
年
。

⑳
岡
部
平
太
「
教
育
に
思
う
」
欄
久
留
米
教
育
ク
ラ
ブ
月
報
』
第
＝
暑
、
一
九

　
五
七
年
二
月
。

⑳
岡
部
平
太
「
江
口
次
良
宛
て
挨
拶
状
」
昭
和
；
｝
年
九
月
付
（
厨
義
弘
氏
提

　
供
）
。

⑫
　
同
大
会
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
戦
時
下
の
平
和
の
祭
典
　
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

　
ク
と
極
東
ス
ポ
ー
ツ
界
」
『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
臨
第
四
九
号
、
二
〇
一

　
〇
年
三
月
を
参
照
。

⑬
　
　
叉
北
京
）
新
罠
報
協
一
九
三
九
年
三
月
一
四
日
、
四
月
二
日
。
騰
部
は
表
向

　
き
に
は
師
範
学
院
教
授
で
あ
っ
た
が
、
門
軍
電
一
本
飛
べ
ば
何
時
で
も
北
京
を
離
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れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
な
お
軍
部
と
の
繋
が
り
を
保
っ
て
い
た

　
（
騰
部
平
太
「
北
支
の
陸
上
陣
を
語
る
」
『
陸
上
日
本
暁
第
一
〇
二
号
、
一
九
三

　
六
年
六
月
）
。

⑭
　
　
『
（
北
京
）
新
民
報
』
　
～
九
三
九
年
八
月
二
B
。

⑯
　
　
『
溝
洲
日
日
岬
耕
聞
隔
　
一
九
三
九
年
六
日
蕊
二
〇
日
。

⑯
　
江
口
次
良
「
岡
部
店
賃
」
（
凹
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
魅
三
二
【
一
三
ニ
ニ

　
頁
）
。

⑰
石
原
莞
爾
著
、
角
田
順
編
噸
石
原
莞
爾
資
料
国
防
論
策
篇
睡
（
増
補
版
）
、
原

　
書
房
、
一
九
八
四
年
、
二
七
六
頁
。

⑲
　
岡
部
平
太
「
三
国
競
技
会
所
感
」
『
満
洲
日
日
新
聞
協
一
九
三
九
年
九
月
九
日
。

⑲
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
盛
九
〇
頁
。

⑳
　
岡
部
平
太
「
興
亜
体
育
大
会
へ
の
態
勢
（
中
と
『
読
売
新
聞
聯
一
九
四
〇
年
一

　
月
二
日
。

⑪
　
岡
部
平
太
「
興
藪
体
育
大
会
へ
の
態
勢
（
中
と
、
同
「
根
本
を
忘
れ
た
体
育
」

　
『
読
売
新
聞
隔
～
九
三
九
年
～
二
月
一
九
日
。

＠
安
田
光
昭
『
あ
の
人
こ
の
人
　
私
の
交
友
録
臨
同
書
刊
行
会
、
一
九
八
○
年
、

　
｝
九
九
、
二
七
五
一
二
七
六
頁
。
安
田
を
中
国
に
呼
び
寄
せ
た
の
は
、
米
子
申
学

　
時
代
の
親
友
中
下
間
平
で
あ
っ
た
。

⑬
　
　
「
中
華
昆
国
新
民
会
第
一
回
全
体
連
合
協
議
会
ノ
状
況
二
関
ス
ル
件
他
一
件
」

　
一
諺
O
＞
甲
ゆ
O
卜
⊃
8
一
c
Q
c
Q
①
轟
O
O
（
一
五
画
像
目
）
Q

⑭
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
㎞
九
　
頁
、
『
（
北
京
）
薪
民
報
』
　
一
九
四
〇
年
一

　
一
月
一
〇
日
、
　
一
一
目
。

⑮
　
岡
部
平
太
「
華
北
都
市
体
育
大
会
を
観
る
」
『
読
売
新
聞
睡
一
九
四
　
年
七
月

　
＝
二
日
。

⑯
　
　
門
（
北
京
）
新
民
報
隔
　
一
九
四
一
年
八
月
一
五
日
。

⑰
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
問
臨
二
五
四
一
二
七
二
頁
。

㊥
　
　
『
大
阪
毎
日
薪
聞
隔
　
｝
九
～
二
八
年
一
月
二
〇
日
。

＠
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
入
間
鰍
二
六
九
頁
。

⑳
　
藤
井
祐
介
「
統
治
の
秘
法
l
l
文
化
建
設
と
は
何
か
？
」
池
田
浩
士
編
『
大
東

　
亜
共
栄
圏
の
文
化
建
設
鰍
人
文
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。

⑪
　
騰
部
平
太
「
興
亜
体
育
大
会
へ
の
態
勢
（
中
）
」
。

⑫
　
　
噸
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
入
聞
臨
二
九
五
頁
。

㊥
　
岡
部
が
交
わ
り
を
絶
っ
た
非
戦
論
者
、
敗
戦
論
者
に
は
中
江
丑
吉
が
含
ま
れ
て

　
い
る
は
ず
だ
が
、
二
人
の
関
係
は
続
い
て
い
た
。

⑭
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
と
禅
の
話
葱
三
三
－
三
四
頁
。

⑯
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
入
間
』
九
三
－
九
五
頁
。

⑯
　
惣
亜
夫
「
B
偽
時
期
華
北
体
育
概
況
」
北
京
市
体
育
文
史
工
作
委
員
会
『
北
京

　
体
育
文
史
徳
第
一
輯
、
一
九
八
四
年
四
月
。

⑰
　
台
北
帝
国
大
学
予
科
士
林
会
編
『
雲
と
波
の
果
て
に
”
二
部
平
一
・
原
田
信
一

　
遺
稿
追
悼
文
集
㎏
巧
芸
社
、
一
九
八
三
年
、
六
〇
頁
。

㊥
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
聞
㎞
三
〇
五
頁
。
当
時
小
磯
首
相
は
謬
斌
工
作
を
通

　
じ
て
和
平
を
模
索
し
て
い
た
。
な
お
、
帰
国
の
途
中
で
訪
れ
た
京
城
で
二
部
は
朝

　
鮮
軍
司
令
官
の
板
垣
征
四
郎
大
将
に
会
っ
て
い
る
（
岡
部
平
太
「
江
口
次
良
宛
て

　
書
簡
」
一
九
四
五
年
一
月
付
（
厨
義
弘
氏
提
供
）
）
。

㊥
　
岡
部
は
上
京
の
途
中
で
息
子
平
一
を
訪
れ
た
。
平
一
の
日
記
に
は
、
「
支
那
問

　
題
の
解
決
今
日
よ
り
緊
急
を
要
す
る
時
は
な
い
。
白
熱
の
議
論
尽
き
る
と
こ
ろ
を

　
知
ら
ず
扁
と
あ
る
（
『
雲
と
波
の
果
て
に
臨
八
六
頁
）
。

⑳
岡
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
間
』
三
〇
五
頁
。

⑳
　
　
璽
雲
と
波
の
果
て
に
匝
九
八
一
九
九
頁
。

⑫
　
　
『
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負
・
人
問
瞼
三
〇
四
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

戦争・国家・スポーツ（高嶋）

　
岡
部
は
満
洲
事
変
前
後
を
境
に
自
由
主
義
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
国
家
主
義
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
「
転
向
」
し
た
。
あ
る
い
は
彼
を
「
大
陸
浪
人
」
一

理
想
を
も
と
め
て
大
陸
に
渡
っ
た
も
の
の
、
最
後
に
は
富
家
に
園
収
さ
れ
、
侵
略
の
手
先
と
な
っ
た
人
た
ち
一
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
岡
部
は
「
満
蒙
の
経
営
な
ど
と
云
っ
た
ら
今
で
も
そ
っ
と
す
る
直
心
が
躍
る
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、

彼
が
「
転
向
」
し
た
の
は
関
東
軍
に
逮
捕
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
満
洲
事
変
に
先
立
つ
数
年
間
、
す
な
わ
ち
日
仏
対
抗
以
降
、

中
国
人
と
交
流
を
深
め
る
な
か
で
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
岡
部
は
当
時
の
多
く
の
日
本
人
と
同
様
に
愛
国
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
感
情
は
、
満
洲
と
い
う
地
に
い
た
こ
と
で
増
幅
し
た
。

　
　
岡
部
平
太
「
僕
は
国
家
主
義
者
だ
よ
、
変
な
こ
と
を
云
ふ
か
ら
乱
暴
者
の
様
に
思
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
。
扁

　
　
大
谷
武
　
「
日
本
人
は
皆
国
家
主
義
者
だ
よ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
岡
部
平
太
「
外
国
に
行
っ
て
居
る
者
は
一
層
そ
れ
が
強
く
な
る
。
」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
標
に
し
て
欧
米
諸
国
に
追
い
つ
こ
う
と
す
る
間
、
ス
ポ
ー
ツ
と
愛
国
心
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
は
国
家
に
栄
光
を
も
た
ら
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
と
の
交
流
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
愛
国
心
の
間
に
大
き
な
矛
盾
が
生
じ
た
。

愛
国
心
を
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
、
中
国
側
の
排
日
感
情
を
煽
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
岡
部
は
満
洲
を
ま
る
で
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
考

え
、
そ
こ
で
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
の
王
国
を
築
こ
う
と
し
た
が
、
現
実
に
は
、
満
洲
は
日
本
と
中
国
の
利
害
が
激
し
く
ぶ
つ
か
る
場
で
あ
っ
た
。

　
岡
部
の
「
転
向
」
は
世
界
的
な
潮
流
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
政
治
の
世
界
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
擁
算
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

で
も
同
様
の
傾
向
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
躍
進
、
一
九
三
六
年
の
ベ
ル

リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
勝
利
は
、
こ
の
潮
流
を
何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
で
は
国
家
主
義
ス
ポ
ー
ツ
の
提
唱
が
、

な
ぜ
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
中
枢
か
ら
で
は
な
く
、
大
陸
の
日
本
人
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
出
て
き
た
の
か
。
岡
部
は
極
東
大
会
満
洲
圏
参
加
問
題
に
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際
し
て
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
指
導
者
た
ち
は
「
満
洲
及
び
支
那
に
対
す
る
認
識
が
ま
る
で
な
い
」
た
め
に
、
い
つ
ま
で
も
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

描
い
て
い
ら
れ
る
と
批
判
し
た
。
日
本
で
は
、
依
然
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
非
政
治
性
ゆ
え
に
評
価
さ
れ
、
国
際
社
会
と
の
数
少
な
い
接
点

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
大
陸
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
決
し
て
民
族
、
国
家
間
の
融
和
を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
政

治
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
事
実
、
満
洲
国
や
中
華
民
国
で
は
国
家
主
導
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
「
日
本
人
で

あ
る
こ
と
」
を
常
に
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
大
陸
の
日
本
人
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
国
家
に
よ
っ
て
正
当
化
し
よ
う
と

し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
か
く
て
ス
ポ
ー
ツ
は
国
家
と
結
び
つ
い
た
。
そ
し
て
国
家
が
戦
争
を
始
め
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
は
戦
争
を
通
じ
て
国
家
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
戦
争
の
関
係
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
軍
隊
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア

メ
リ
カ
の
軍
隊
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
影
響
を
う
け
た
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
等
の
軍
隊
は
ス
ポ
ー
ツ
を
有
意
義
な
娯
楽
と
し
て
、

ま
た
心
身
鍛
練
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
。
戦
争
と
ス
ポ
ー
ツ
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
武

道
や
体
操
が
こ
う
し
た
役
割
を
薫
っ
た
。
日
本
軍
は
大
正
の
一
時
期
を
除
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
対
英
米
宣
戦
後
は
敵
性
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
排
除
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
戦
争
に
貢
献
す
る
一
つ

の
方
法
が
文
化
工
作
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
武
道
は
日
本
精
神
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
い
や
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
、
占
領
地
で
普
及

さ
せ
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
日
中
双
方
で
普
及
し
て
お
り
、
比
較
的
容
易
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

日
本
で
は
「
外
来
」
性
に
よ
り
敵
視
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
、
そ
の
普
遍
性
に
よ
り
、
占
領
地
で
は
利
用
価
値
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
時
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
効
用
を
い
ち
は
や
く
見
抜
き
、
実
践
し
た
の
が
岡
部
だ
っ
た
。
し
か
し
、
岡
部
は
文
化
工
作
を
す
る
た
め
に
軍

に
投
じ
た
わ
け
で
は
な
く
、
軍
の
特
務
と
し
て
活
動
す
る
な
か
で
、
文
化
工
作
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
岡
部

自
身
に
と
っ
て
そ
れ
は
国
家
へ
の
奉
仕
と
同
義
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
争
は
国
家
の
発
展
、
す
な
わ
ち
「
東
亜
新
秩
序
」
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

を
実
現
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
軍
は
文
化
工
作
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
戦
争
の
現
実
は
「
東
亜
新
秩
序
」
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
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と
い
っ
た
理
想
か
ら
ま
す
ま
す
乖
離
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
岡
部
は
徐
々
に
文
化
工
作
か
ら
身
を
引
い
て
い
っ
た
。

　
岡
部
自
身
は
戦
争
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
岡
部
の
活
動
は
戦
争
協
力
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

　
　
私
は
そ
れ
〔
一
九
一
一
四
年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〕
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
、
満
州
と
中
国
に
ば
か
り
い
て
、
私
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
情
熱
は
全
部
中
華

　
　
民
国
の
地
に
注
ぎ
込
み
、
悔
な
し
と
自
分
で
は
考
え
て
い
る
。

こ
れ
が
岡
部
自
身
に
よ
る
大
陸
時
代
の
総
括
で
あ
る
。
こ
れ
を
中
墨
蓋
附
の
次
の
言
葉
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
　
僕
は
今
迄
志
を
大
陸
に
立
て
・
軍
に
協
力
し
、
三
雲
の
国
策
に
沿
う
て
全
力
を
つ
く
し
た
過
去
を
、
今
更
後
悔
し
、
否
定
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
、
そ
の

　
　
時
そ
の
時
に
全
力
を
つ
く
し
て
、
中
日
提
携
の
為
に
斗
つ
た
。
…
…
大
陸
で
の
幾
十
万
の
犠
牲
の
上
に
必
ら
ず
真
の
中
日
親
善
の
花
が
咲
く
だ
ろ
う
こ
と

　
　
を
信
じ
て
い
る
。
石
原
〔
莞
爾
〕
さ
ん
の
言
わ
れ
た
如
く
、
世
界
は
必
ら
ず
、
資
本
主
義
や
、
共
産
主
義
を
乗
り
越
え
た
大
同
世
界
が
来
る
こ
と
を
信
じ

　
　
　
　
④

　
　
て
い
る
。

食
下
も
ま
た
石
原
莞
爾
と
中
江
丑
吉
に
影
響
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
中
門
の
言
葉
は
か
な
り
の
程
度
、
岡
部
の
心
中
を
代
弁
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
結
局
、
彼
ら
は
B
本
人
の
立
場
か
ら
し
か
物
事
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
思
い
込
み
が
、
華
北
運
動
会
へ
の
日

本
人
参
加
の
要
請
と
、
中
国
側
に
よ
る
要
請
の
拒
否
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
岡
部
と
と
も
に
華
北
体
育
協
会
を
支
え
た
趙
亜

夫
は
、
の
ち
に
華
北
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
た
。

　
　
華
北
の
偽
政
権
が
日
本
侵
略
軍
の
操
縦
の
も
と
、
華
北
の
各
省
市
に
対
し
て
行
っ
た
八
年
間
の
体
育
活
動
は
、
明
ら
か
に
欺
隔
と
統
制
、
そ
し
て
日
本
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
略
軍
へ
の
奉
仕
と
い
う
醜
悪
な
目
的
の
た
め
で
あ
っ
た
。

趙
亜
夫
の
総
括
に
は
、
申
国
の
そ
の
後
の
歴
史
の
体
験
が
影
響
を
与
え
て
い
る
し
、
彼
自
身
の
自
己
弁
護
の
意
識
も
働
い
て
い
る
。
そ
れ
を
抜

き
に
し
て
も
、
両
者
の
認
識
の
隔
た
り
は
な
お
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
こ
れ
は
岡
部
や
中
下
個
人
の
問
題
で
は
な
い
。
山
口
昌

男
が
岡
部
と
と
も
に
取
り
上
げ
た
小
泉
信
三
、
か
れ
の
よ
う
な
国
際
人
で
さ
え
、
鶴
見
俊
輔
に
よ
れ
ば
、
太
平
洋
戦
争
申
、
「
彼
の
想
像
力
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

日
本
人
と
い
う
境
界
を
越
え
る
こ
と
が
そ
の
私
用
の
日
記
に
お
い
て
す
ら
」
な
か
っ
た
と
い
う
。
吉
田
裕
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
民
意
識
の
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深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
種
の
「
後
め
た
さ
」
を
感
じ
つ
つ
も
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
加
害
意
識
が
広
ま
り
は
じ
め
る
の
は
、
岡
部
の
死
後
、
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

○
年
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
九
四
八
年
、
福
岡
で
第
三
回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
岡
部
は
国
体
の
福
岡
誘
致
と
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
尽
力
し
た
。
メ

イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
が
建
て
ら
れ
た
の
は
歩
兵
第
二
四
連
隊
の
跡
地
で
、
占
領
軍
が
宿
舎
を
建
設
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
岡
部
は
「
戦
後
の

　
　
　
う
て
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
わ
も
の

平
和
の
台
と
す
る
か
ら
日
本
に
開
放
し
ろ
」
と
米
軍
に
交
渉
し
、
つ
い
に
競
技
場
建
設
を
認
め
さ
せ
た
。
厨
義
弘
に
よ
れ
ば
、
「
兵
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

夢
の
跡
を
平
和
の
台
と
す
る
」
と
い
う
発
想
の
底
に
は
、
息
子
へ
の
鎮
魂
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
戦
時
中
、
ス
ポ
ー
ツ
は
国
外
で
は
文
化
工
作
の
手
段
と
し
て
正
当
化
さ
れ
た
が
、
国
内
で
は
戦
争
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
正
当
化
さ
れ
た
。
よ

き
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
よ
き
戦
士
で
あ
っ
た
。
岡
部
の
後
輩
、
安
川
伊
三
が
い
う
よ
う
に
、
政
府
や
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
態
度
を
変
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
名
選
手
の
戦
死
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
岡
部
平
一
は
父
に
似
て
万
能
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ
っ
た
。
平
一
は
身
を
以
て
、
よ

き
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
よ
き
戦
士
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
は
国
家
主
義
ス
ポ
ー
ツ
を
首
唱
し
、
若
き
競
技
者
た
ち
を
前
線
へ
と
後
押
し
し

た
岡
部
に
待
ち
構
え
て
い
た
必
然
的
な
運
命
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

①
岡
部
平
太
「
偶
感
少
し
ば
か
り
」
『
体
育
と
競
技
翫
第
六
巻
第
一
〇
号
、
一
九

　
二
七
年
　
○
月
。

②
加
藤
陸
太
郎
「
ス
ポ
ー
ツ
漫
談
会
」
『
体
育
と
競
技
』
第
七
巻
絹
＝
号
、
～

　
九
二
八
年
一
一
月
。

③
岡
部
平
太
「
満
洲
国
の
極
東
大
会
参
加
問
題
」
『
文
藝
春
秋
』
【
二
年
五
号
、

　
【
九
三
四
年
五
月
。

④
一
息
が
転
々
人
生
記
㎞
九
三
頁
。

⑤
趙
亜
夫
「
日
偽
時
期
華
北
体
育
概
況
扁
。

附
記
　
脱
稿
後
、
岡
部
が
一
九
三
九
年
五
月
の
一
重
期
、

こ
に
記
し
て
お
く
。

「
醐
和
平
」
と
い
う
中
国
語
名
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
重
要
な
事
実
で
あ
る
の
で
、

⑥
鶴
見
俊
輔
五
爵
時
期
類
本
の
精
神
史
一
九
三
一
－
一
九
四
五
年
臨
岩
波
書
店
、

　
一
九
八
二
年
、
三
三
頁
。

⑦
吉
田
裕
『
日
本
人
の
戦
争
観
一
戦
後
難
の
な
か
の
変
容
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
九

　
五
年
、
第
六
音
†
。

⑧
厨
義
弘
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
鬼
才
岡
部
平
太
研
究
」
、
岡
部
平
太
『
コ
ー

　
チ
五
〇
年
睡
四
三
－
四
八
頁
。

⑨
安
川
伊
三
［
体
育
漫
語
」
噸
体
育
と
競
技
邑
第
一
六
巻
第
一
〇
号
、
一
九
三
七

　
年
～
○
月
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
准
教
授
）
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nung　und　die　damit　verbundene　Fordei7ung　nach　politischer　Tei｝habe　Hand　in　Hand

mit　radikalen　Vorschltigen　fur　Mthtarverfassung　und　Kriegfuhrung“．　Die　Krkil〈　der

Gelehrten　an　der　bestehenden　Ordnung　bildete　also　nichts　anders　als　den

Nahrboden　der　Umwertung　des　1〈rieges．

　　Man　1〈ann　die　zweite　Gemeinsaml〈eit　darauf　zurUckfuhren，　dass　die　beiden　auf

der　aufgeklarten　Geschichtsphilosophie　beruhten，　nach　der　die　Menschen　mit　Hiife

von　Vernu澁und　Mora1，　die　Europa　zur　Zivilisatien　ge舳rt　hatten，　weiterhin　e｛ne

idea｝e　Zukunft　gestalten　k6nnten．　Uberdies　ist　festzustellen，　wie　Withe｝m　Janssen

nachdrUcklich　unterstrichen　hat，　，，dass　der　18．　Jahrhundert　aufi〈ommende　Behizis－

mus　als　Reaktion　auf　den　gleichzeitig　entstandenen　Pazifismus　zu　verstehen　ist

und　dass　beiden　Bewegungen　als　aus16sendes　Moment　der　gleiche　Friedensbegriff

zugrunde　lag：　ewiger　Friede　unter　den　Menschen　auf　Erden“．　Damit　waren　die

beiden　Gedanl〈en　sozusageR　die　Zwiilinge，　die　das　18．　Jahrhundert　als　das　philo－

sophische　Jahrhundert　zur　Welt　gebracht　hat．　Ausgehend　von　der　btirgerlichen

Offentlichkeit　und　dem　darin　oft　disl〈utierten　Patriotismus　boten　Bellizismus　und

Ewiger　Fxiede　der　Gesekschaft　und　dem　Krieg　neue　M6glichkeiten　und　trugen

zugleich　in　ausschlaggebender　Weise　zur　Entfesslung　Bellonas　bei．

War，　State　and　Sports：　Okabe　Heita’s　“Conversion”　to　Nationalism

by

TAI〈ASHIMA　Ko

　　For　Japanese　sportsdom，　the　Asian　Pacific　War　has　been　remembered　as　a　se－

vere　ordeal．　Sports，　especiaky　western　sports，　have　been　thought　of　as　victims　of

the　war．　When　seen　from　the　Chinese　perspective，　however，　there　appears　a

completely　different　image．　This　paper　aims　to　examine　the　relation　between　war，

the　state　and　sports　by　tracing　the　life　of　Okabe　Heita．

　　Okabe　believed　in　the　purity　of　sports　and　pursued　“sport　for　sport’s　sake．”　For

Okabe，　sports　were　sacred　and　inviolable．　He　realized　his　ideal　by　estabtishing　the

Kingdom　of　Sports　in　Manchuria．　His　attitude　changed　gradually　as　he　deepened

his　relations　with　the　Chinese．　lt　was　nearly　impossible　to　maintain　political　neut－

rality　in　Manchuria　over　which　Japan　and　China　contended　fiercely，　and　sports

were　not　immune　from　this　political　reality．　Soon　after　the　Manchurian　lncident，

Okabe　started　to　advocate　state－oriented，　nationalistic　sports．　Shortly　thereafter，

Okabe　was　appointed　to　a　secret　military　agency　and　he　tri’ed　to　use　sports　to
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ease　anti－Japanese　sentirnents　among　the　Chinese　students　in　Tianjin．

　　After　the　Sino－Japanese　War　brol〈e　ottt，　Okabe　set　up　a　sports　organization　in

Tianjin，　and　then　moved　to　Beiji　g　to　take　up　a　post　atthe　National　Normal　Uni－

versity．　ln　the　area　of　North　China　occupied　by　Japan，　quasi－othcial　sports　organi－

zations　held　various　sporting　events　as　part　of　the　occupation　policies．　Ol〈abe　felt

that　these　events　were　too　political　and　that　sports　were　being　exploited　by　the

rnititary　authoiities．　ln　the　end　the　military　paid　tittle　attention　to　cultural　projects．

Okabe　was　disappointed　at　the　gap　between　the　ideal　and　the　real，　and　faded　away

from　sporting　circles　in　Beijing．

　　In　Japan，　especiaily　after　the　Japan　Olympic　Cominittee　relinquished　the　right　to

host　the　1940　Olympic　games，　state－oriented，　nationalistic　sports　came　to　the

fore，　and　many　Japanese　youths　were　compelled　to　join　in　the　struggle　on　the　bat－

tlefield．　Thus，　sports　served　the　war　effort　both　inside　and　outside　of　Japan．　This

was　no£，　however，　the　result　of　oppression　of　the　Japanese　military，　but　that　of　a

wiYing，　active　response　to　the　war　by　Japanese　sportsdom．　Nevertheless，　the　re－

lation　between　war　and　sports　was　complex　because　the　Japanese　mllitary　prom－

oted　martial　arts　and　gymnastics　but　rejected　other　sports．　This　mihtarゾs　attitude

toward　sports　produced　an　image　of　sports　as　a　victim　and　concealed　that　of　victi－

mizer．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Technology　and　War：

Digital　Computer　Techno｝ogy　from　World　War　II　to　the　Cold

　　　　　　　　　　　　　　War　Era　in　the　United　States

by

KITA　Chigusa

　　This　paper　provides　an　overview　of　the　relationship　between　computer　technol－

ogy　and　war　during　World　War　II　and　the　early　Cold　War　era．　ln　doing　so，　it　de－

velops　£hree　themes，　namely　the　development　of　civikan　technologies　as　a　result

of　military　tensions，　conflict，　and　strategy；　the　articulation　of　technical　goals　and

objectives　resulting　from　the　mobilization　and　integration　of　scientdic　and　engineer－

ing　lmowledge　systems；　and　the　broad　relationship　between　federal　yesearch　ex－

penditures　and　techno1ogical　innovation．

　　On　this　basis，　the　paper　exarnines　the　development　of　digital　computers，　pri－

marily　in　the　United　States．　The　firs£　case　is　about　the　Electronic　Numerical　ln一
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